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ごあいさつ

秋田創生COC+協議会長
国立大学法人秋田大学長

山  本　文  雄

平成 27 年度文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」に採択され
ました「超高齢・人口減少社会における若者の地元定着の促進と若者の育成」は今年度で最終年
度となりました。
本事業の補助期間終了にあたり、COC+参加校、参加自治体、参加企業等及び協力大学の事業

協働機関の皆様をはじめ、秋田県内関係機関、県外 COC+大学関係者、および地域の皆様におか
れまして、本事業への多大なるご理解、ご協力をいただきましたことに、厚く御礼申し上げます。
さて、本事業においては、若者の地元定着の促進と若者の育成を図るべく、第 1の柱「6大学連
携による『秋田おらほ学』の展開」による地域アイデンティティを持つ学生の育成、第 2の柱「3
大学と地元企業群による就業支援・若者定着の促進」による学生と地元企業のマッチングの拡充、
第 3の柱「ふるさと秋田の魅力形成モデルづくり」による交流人口の拡大と助け合い社会の構築
の 3本の柱の取組を進めてまいりました。
この 3本の柱の事業によって、地域を志向した教育プログラムを提供し、まずは地元秋田に目
を向け、その魅力を知ってもらうとともに、大学で学んだ成果を活用して自ら地域を元気にして
いこうという意欲的な学生を育てること、また、企業とのマッチングやインターンシップ等を通
じて、県内には世界有数の技術をもつなどの魅力的な企業の存在を知ってもらうことにより、学
生の意識が県内就職に向かうように、取組を進めてきたことから、その成果は徐々に現れてきて
おります。また、こうした取組の成果を更に発揮させるため、これらの事業を再検討し、より効
果的な方策でもって、補助期間終了後も継続することとしております。
本学においては、秋田県の未来を担う若者が、一人でも多く地元に定着して活躍できることを
目指して、一層の努力をしてまいりますので、今後とも、本事業に対する皆さまのご支援、お力
添えを賜れますよう、よろしくお願いいたします。



Ⅰ．事　業　の　概　要

3



5

　Ⅰ．事業の概要

１．地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）とは
地域のための大学として地域再生・活性化の拠点となる大学の形成に取り組んできた「地（知）の拠点整
備事業（大学ＣＯＣ事業）を発展させ、地方公共団体や企業等と協働して、学生にとって魅力ある就職先を
創出・開拓するとともに、その地域が求める人材を養成するために必要な教育カリキュラムの改革を断行す
る大学の取り組みを支援することで、地方創生の中心となる「ひと」の地方への集積を目的とする事業であ
り、平成 27 年度の文部科学省新規重点補助事業として 42 件が採択された。

２．秋田大学をＣＯＣ＋大学（事業責任大学）とするＣＯＣ＋事業の概要

（１）事業名　
超高齢・人口減少社会における若者の地元定着の促進と若者の育成

（２）事業の概要
人口減少が進む秋田県において、その主な要因は、自然減に加え、高校卒業後の就職・進学や大学等の卒
業後の就職等による県外転出であり、人口問題対策として学卒者の県外流出に歯止めをかけることは、地
（知）の拠点大学として地域の活性化に貢献する高等教育機関にとっても、喫緊の課題である。このため、
5年間で学生の地元就職率を 10％アップさせることを目指して、事業参画している 3つの高等教育機関が、
秋田県や地元経済団体等と協働し、「3本の柱」の取組を進める。
第 1の柱「6大学連携『秋田おらほ学』の展開」は各大学の特徴に即して、ふるさと秋田についての魅力
を伝える体制を整え、地域アイデンティティーを持つ学生を育成する取組である。第 2の柱「大学と地元企
業群による就業支援・若者定着の促進」はジョブシャドウイングの導入などのインターンシップ制度の拡充
や新しいプログラムの開発、受入企業の掘り起こしや学生と企業のマッチング機会の拡大を図る取組であ
る。第 3の柱「ふるさと秋田の魅力形成モデルづくり」は交流人口の拡大や助け合い社会の構築に向けたモ
デルづくりの取組であり、スポーツサークル合宿や教育実習の誘致、聞き書きボランティア養成、認知症予
防運動コグニサイズの普及活動等を展開する。

（３）事業実施体制
　　①　ＣＯＣ＋大学（事業責任大学）
　　　　秋田大学
　　②　事業協働機関
　　　ア　ＣＯＣ＋参加校
　　　　　秋田県立大学　秋田工業高等専門学校
　　　イ　参加自治体
　　　　　秋田県
　　　ウ　参加企業等
　　　　　秋田商工会議所　秋田県商工会連合会　秋田県中小企業団体中央会　
　　　　　秋田県ふるさと定住機構　秋田銀行　北都銀行　秋田高専産学協力会
　　③　事業の一部を協力する大学
　　　　国際教養大学　秋田公立美術大学　日本赤十字秋田看護大学

（４）事業目標
平成 26 年度実績 令和元年度目標

①事業協働地域就職率 30.0％ 39.9%

②事業協働機関へのインターンシップ参加者数 213 人 340 人

③事業協働機関雇用創出数 0人 23 人
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事業の概要図

各機関の連携図
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ア　事業目標の達成状況
H26 H27 H28 H29 H30 R1

実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標

①事業協働地域就職率 30.0% 32.1% 32.4% 34.1% 30.5% 36.2% 27.0% 38.1% 30.1% 39.9%

②�事業協働機関へのイン
ターンシップ参加者数 213人 261人 345人 288人 394人 305人 452人 322人 460人 340人

③事業協働機関雇用創出数 0人 4人 39人 4人 43人 8人 41人 18人 33人 23人

イ　その他の目標の達成状況
H26 H27 H28 H29 H30 R1

実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標

①�事業協働機関からの寄附
講座数（秋田大学）

4
講座

4
講座

4
講座

4
講座

4
講座

3
講座

3
講座

1
講座

3
講座

0
講座

②�大学以外の事業協働機関
による事業への満足度 － 100% 81.25% 100% 84.37% 100% 87.5% 100% 96.88% 100%

③�インターンシップ等受入事
業所の増加（秋田県立大学） － 10

事業所
11

事業所
20

事業所
22

事業所
25

事業所
19

事業所
30

事業所
29

事業所
40

事業所

①事業協働地域就職率（県内就職率）
平成 30 年度事業協働地域就職率（県内就職率）の実績は秋田大学が 37.4% で前年比 4.1 ポイント増、秋
田県立大学が20.4%で前年比4.0ポイント増、秋田工業高等専門学校が13.7%で前年比0.5ポイント減となっ
た。3校合計の実績は 30.1%で最終目標比 9.8 ポイントマイナスと依然厳しい状況にあるが、前年に比べ 3.1
ポイント上昇し、平成 29 年度まで続いていた下降傾向に歯止めがかかった。
②事業協働機関へのインターンシップ参加者数
平成 30 年度実績は 3校合計で 460 人。内訳は秋田大学 203 人、秋田県立大学 226 人、秋田工業高等専
門学校 31 人。秋田工業高等専門学校は前年比減、目標比マイナスであったが、秋田大学が前年比 8人増、
目標比 88 人プラス、秋田県立大学が前年比 17 人増、目標比 61 人プラスにより合計で前年比 8人増、目
標比 138 人プラスと順調に推移した。秋田大学と秋田県立大学では、通常のインターンシップに加えジョ
ブシャドウイングへの参加者増も実績に貢献している。
③事業協働機関雇用創出数
平成 22 年度以降において、3校からの就職実績が無かった公的機関を除く県内企業へ新たに就職した人
数の合計及び 3校合計の就職者数の最大値を上回る就職実績があった公的機関を除く県内企業について、
その上回った分の人数の合計を事業協働機関雇用創出数としている。
平成 30年度実績は合計で 33人。内訳は秋田大学 17人（目標比 7人）、秋田県立大学 12人（目標比 5人）、
秋田工業高等専門学校 4人（目標比 3人）。本事業における「秋田就職サポート会議」、「大学と県内企業
による情報交換会」での、県内企業に対する積極的な採用活動を促す呼びかけにより、大卒採用実績が無
かった企業等が積極的に採用に取り組むようになったこと、また、秋田県が発信する秋田県就活情報サイ
ト「KocchAke ！」で学生が県内企業情報に触れる機会が増えたこと等が効果として挙げられる。

①事業協働機関からの寄付講座数（秋田大学）
平成 30 年度における事業協働機関からの寄附講座実績は次のとおりである。秋田県からの「総合地域
医療推進講座」、「循環型医療教育システム学講座」（合計 128,000 千円）、DOWAホールディングス株式
会社からの「リサイクルプロセシング講座」（20,000 千円）の 3講座となっており、秋田県の課題である
地域医療の充実や主要産業であるリサイクル等に関する研究や科目開講を行っている。
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②大学以外の事業協働機関による事業への満足度
平成 30 年度実績は 96.88% で前年度の 87.5% より向上。これは、秋田おらほ学認証制度のスタート、県
内就職率の前年比上昇等事業進捗があったことについて、満足度向上の評価を得たものである。
③インターンシップ等受入事業所の増加（秋田県立大学）
平成 30 年度実績受入事業所数は 85 社であり、平成 26 年度実績 56 社に対し 29 社増、平成 29 年度に比
べ 10 社増となった。ジョブシャドウイング担当コーディネーターによる受入先開拓活動が成果として現
れている。

①学生の取組に対する認知状況（アンケート）
調査対象の全学生（学部生、大学院生）5,206 人のうち回答者 1,111 人で回収率は 21.3%（前年度回収率
11.0%）。ＣＯＣ＋の取組に対して認知している学生は 551 人で 49.6%（前年度調査 21.3％）。認知状況向上
の要因として、各学部で実施する新入生ガイダンスにおいて、ＣＯＣ＋事業の紹介及び秋田おらほ学認証
制度の前提となるＣＯＣキャリア認証プログラムについて説明を実施したこと及び 2年次以上ガイダンス
において、ＣＯＣ＋事業を紹介したパンフレットを全在学生に配付したことによる情報発信の成果があっ
たものと考えられる。
②学生の地域志向科目受講状況（学内データ）
地域志向科目を履修したことがある学生は 4,133 人で在籍学部生 4,384 人の 94.3％を占め、平成 29 年度
の 80.1% より向上している。「ＣＯＣキャリア認証プログラム」の修了要件の対象となる地域志向科目の
修得について、平成 26 年度に遡って認めているため、平成 30 年度の在籍学部生は入学後、教養基礎教育
科目、専門教育科目のいずれかで地域志向科目を履修している。
③地域志向科目受講による地元就職意欲の喚起状況（アンケート）
地域志向科目を履修したことがあると回答した学生 529 人のうち、受講により地元就職意欲が喚起され
たと回答した学生は 160 人で 30.2%。前年度調査 27.0% より向上。なお、令和元年度から教養基礎教育科
目において地域との関与の度合いがより高い地域志向科目を 8科目、理工学部において県内企業と連携し
た課題解決型授業として 2科目を新たに開講しており、今後の学生における地元就職意欲喚起への効果が
期待できる。
④大学教職員の取組に対する認知状況（アンケート）
　調査対象 825 人のうち回答者 656 人で回収率 79.5% は前年並み。ＣＯＣ＋の取組に対して認知している
教職員は 77.5% と前年度の 66.8％より向上。ＣＯＣ＋事業の概要、体制、これまでの取組等をまとめたパ
ンフレットの全教職員配付による情報発信の成果があったものと考えられる。

ウ　ア・イ以外に関する進捗状況（秋田大学の状況）
平成 31 年 3 月 31 日現在

①学生の取組に対する認知状況 49.6%

②学生の地域志向科目受講状況 94.3%

③地域志向科目受講による地元就職意欲の喚起状況 30.2%

④大学教職員の取組に対する認知状況（認知している教職員の割合） 77.5%
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■ 分野１　第１の柱：６大学連携による「秋田おらほ学」の展開
①６大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築
②「ＣＯＣキャリア認証プログラム」の実施（秋田大学）
③「あきた地域学課程」の拡充（秋田県立大学）
④「ＣＯＣ＋授業」等の実施（秋田工業高等専門学校）

■ 分野２　第２の柱：3大学と地元企業群による就業支援、若者定着の促進
⑤秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催
⑥�「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及

び「ジョブシャドウイング」の実施（秋田大学）
⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）
⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）

■ 分野３　第３の柱：ふるさと秋田の魅力形成モデルづくり（秋田大学）
⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
⑪�首都圏大学等に対するスポーツサークル等の合宿誘致活動および教育実習誘

致活動の実施

■ 分野４　事業運営・情報発信等
⑫「秋田創生ＣＯＣ＋協議会」の開催
⑬ＣＯＣ＋外部評価委員会の開催
⑭情報発信

【平成 30 年度・令和元年度】
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■ 分野１　第１の柱：６大学連携による「秋田おらほ学」の展開

【平成 30 年度・令和元年度】
①６大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築
地域を志向した教育プログラムに関する６大学共通の認証制度である「秋田おらほ学」認証の構築に向け
て、各校の地域志向科目の提供状況の確認や認定要件等に関する事前調整を実施し、その結果を踏まえて、
平成 30 年 12 月 7日に「6大学秋田おらほ学検討委員会」、平成 30 年 12 月 14 日「教育プログラム開発委員会」
を開催し、平成 31 年 1 月 25 日付けで「６大学連携による『秋田おらほ学認証』に関する要項」を制定し、
同認証制度を構築することができた。これを受け、各大学での学生への説明会を開催、申請受付を経て、平
成 31 年 3 月 26 日に教育プログラム開発委員会にて第 1期の秋田おらほ学認証者の審査を行い 32 人（秋田
大学 24 人、秋田県立大学 8人）の認証者を決定し、平成 31 年 4 月に認証書を交付した。秋田県内の６大学
が独自に定める地域志向科目の学修等を通して、秋田の魅力や現状、課題について理解し、課題解決に必要
な知識や技能を修得するとともに、地域課題解決のために主体的に行動する意欲を有すると認められる学生
に対して「秋田おらほ学認証書」を交付することにより、地域に興味・関心を持つ学生の育成及び学生の地
元就職意欲喚起に取り組んだ。また、認証書交付式について秋田魁新報（以下地元紙）の紙面に取り上げら
れ、秋田おらほ学認証の取組について広く情報発信することができた。

・「6 大学秋田おらほ学検討委員会」

秋田おらほ学認証者数 （人） 平成 30 年度秋田おらほ学認証者
の主な就職先 （人）

＊認証対象年次 ： 秋田大学 3 年生、 秋田県立大学 2 年生

＊令和元年度は予定者数

認証書交付式について秋田魁新報記事

・「教育プログラム開発委員会」

平成 30 年度 令和元年度

秋田大学 24 22

秋田県立大学 8 5

合計 32 27

事業所名 人数

秋田県庁 3 

秋田市役所 3

秋田地検 2

秋田地裁 1

秋田銀行 1

北都銀行 1

秋田県小学校教員 1

県内民間事業所等 7

その他 5

合計 24

＊合計 24 人は全て秋田大学生
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「秋田おらほ学認証書交付式」

・「あきた未来カフェ」

・「学生交流フォーラム」ポスターセッション・活動紹介

また、令和元年度はＣＯＣ＋事業から波及し、秋田おらほ学認証制度以外の他大学間の連携事業として、
学生同士の連携・交流のイベントを実施した。一つ目が学生と県内社会人との交流による次世代の地域リー
ダーの育成を目的とした秋田大学教育文化学部地域文化学科主催の「あきた未来カフェ」であり、令和元年
12 月８日開催のイベントに学生４校 14 人（秋田大学 10 人、秋田県立大学１人、秋田高専２人、国際教養
大学 1人）、社会人 10 人が参加した。二つ目が県内大学で地域交流活動を展開している学生団体同士の連携
構築を目的とした大学コンソーシアムあきた主催「学生交流フォーラムポスターセッション」であり、令和
２年 1月 25 日開催のイベントに８校（秋田大学、秋田県立大学、秋田高専、国際教養大学、秋田公立美術
大学、日本赤十字秋田看護大学、同短期大学、秋田看護福祉大学）が参加した。
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②「ＣＯＣキャリア認証プログラム」の実施（秋田大学）
地域課題解決に主体的に行動できる人材の育成を目的とし、一定数の地域志向科目を修得した学生に「あ
きた創生推進士」の称号を授与する「ＣＯＣキャリア認証プログラム」をスタートさせ 2年目となる平成 30
年度は修了者 108 人（前年 95 人）を輩出した。また、地域志向科目の拡充を進め、令和元年度から教養教
育科目における主題別科目（地域志向・キャリア形成）において、「秋田のくらし」や「秋田の産業」など
8科目、理工学部においても県内企業と連携した課題解決型授業として、従来の「プロジェクト実践研究Ⅱ」
に加え、「プロジェクト実践Ⅰ・Ⅱ」の 2科目を新たに開講することとなり、学生に秋田県への更なる興味・
関心を持たせ、地元定着への意欲喚起を図った。
平成 30 年 11 月 13 日～ 14 日福井大学で開催されたＣＯＣ＋フォーラム「はばたけ地域創生士サミット」
にて、事例発表として、秋田大学教育文化学部の学生 2人により、ＣＯＣキャリア認証プログラムの地域志
向科目である地域連携プロジェクトゼミの実習報告を行い、全国から参集したＣＯＣ＋事業関係者に向けて
情報発信することができた。

「はばたけ地域創生士サミット」 事例発表

「ＣＯＣキャリア認証プログラム」 認証者数 （人）

平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度

認証者数 95 108 113

＊令和元年度は予定者数

令和元年度の新設地域志向科目 ・ 受講者数 （人）

科目 受講者数

教養教育科目 「起業力」 養成ゼミナールⅡ 10

地域キャリアデザイン 42

秋田のくらし 42

超高齢社会と健康寿命　－秋田県の保健医療の包括的な取り組み 5

秋田の産業 140

秋田の再生可能エネルギー 20

秋田の産業史と経済の成り立ち　 26

秋田の地域資源と観光 36

理工学部 プロジェクト実践Ⅰ 12

プロジェクト実践Ⅱ 11
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③「あきた地域学課程」の拡充（秋田県立大学）
（ⅰ）「あきた地域学」
あきた地域学課程（標準コース）の必修科目である「あきた地域学」を継続実施し、修了者が標準コース
の認定を受けた。（平成 30 年度 413 人、令和元年度 423 人）
地域研修は、県内４市町（横手市、由利本荘市、三種町、美郷町）と連携して実施し、学生自身が研修地
を選択して、地域の実情把握と抱えている問題の発掘に取り組んだ。受講後レポートには、多くの気づきや
今後の展望が示されており、講義内容の内面化と地域課題への関心の高まりを確認できた。
受講した県内出身学生にとっては、地元の魅力や課題を再認識するなど、地域を見つめ直す契機となり、
一方、県外出身学生にとっては、外部からの視点を生かした活性化策の提案などを通じて、秋田のみならず
自分の故郷の課題を考えることにもつながった。
（ⅱ）「あきた地域学アドバンスト」
あきた地域学課程（上級コース）の必修科目である「あきた地域学アドバンスト」を、平成 30 年度から
開講した。（平成 30 年度 34 人、令和元年度 34 人が修了）
さらに、「あきた地域学アドバンスト」に加え、上級コース認定に必要な地域関連科目（選択制）を修了
した者が、上級コース認定を受けた。（平成 30 年度 23 人、令和元年度 22 人）
「あきた地域学アドバンスト」では、地域住民との交流をとおして具体的な地域課題に触れることで、「地
域」への理解をより一層深化させることができた。また、「あきた地域学」での学びを発展させた実践的な
活動の中で、情報収集力、問題解決力及びプレゼンテーション能力を養うとともに、地方社会の問題点を考
え、それぞれの地域課題に対する視座を身に付けた。

〇「あきた地域学」修了者数等の状況 

※「システム」…システム科学技術学部、「生物」…生物資源科学部 

〇「あきた地域学アドバンスト」修了者数等の状況 

※下段【 】内は、うち県内出身者の数。 

システム 生物 合計 システム 生物 合計

H29 242 164 406 238 159 397

H30 247 167 414 246 167 413

R1 266 163 429 263 160 423

合計 755 494 1,249 747 486 1,233

年度
履修登録者数（人）

修了者数（人）
※地域創生推進士（標準）認定者数

システム 生物 合計 システム 生物 合計

19 15 34 19 15 34

【8】 【10】 【18】 【8】 【10】 【18】

23 12 35 22 12 34

【11】 【8】 【19】 【10】 【8】 【18】

42 27 69 41 27 68

【19】 【18】 【37】 【18】 【18】 【36】
合計

履修登録者数（人） 修了者数（人）
年度

H30

R1
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○地域創生推進士（上級）認定状況 

システム 生物 合計

17 6 23

【7】 【4】 【11】

10 12 22

【6】 【9】 【15】

27 18 45

【13】 【13】 【26】
合計

年度

地域創生推進士（上級）認定者数
（人）

H30

R1

※下段【 】内は、うち県内出身者の数。 

※令和元年度の数値は、認定見込みの者を含む。 

・「あきた地域学」
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④「ＣＯＣ＋授業」等の実施（秋田工業高等専門学校）
（ⅰ）ＣＯＣ＋講演会の開催
平成 30 年度は総計 680 人の本科学生に対して、地域の実務家
教員 6人による 6回の「ＣＯＣ＋講演会」を開催して、地域の技
術の特色、課題についての講演を行った。県内企業の経営者や
技術者、公共団体関係者等の講師による地域産業及び地域企業
の魅力発信、産業・雇用政策の紹介を目的とした講演等により、
学生の地域への興味が増進し、学生の県内企業情報への問合せ
も増えてきており、地域に根ざした「課題の発見」・「課題の設定」
能力が向上してきている。
（ⅱ）ＣＯＣ＋授業：４科目（８単位分）の開講
ＣＯＣ＋授業として「地域産業Ⅰ」、「地域産業Ⅱ」、「地域史」、「地域計画」を開講した。地域産業Ⅰ、Ⅱ
では地域産業の特色、課題、可能性（未開拓領域）などについて、地域計画では地域の資源・エネルギーの
豊富さ、産業の可能性などについて、異なる立場の実務家教員の講義を実施し、学生において地域の理解を
深め、地域への興味が増加しているとともに、実務家教員や企業技術者とのコミュニケーションから「地域
密着」への教育効果が生まれてきている。

COC+授業

COC+授業
受講者数

H28 H29 H30 R01

地域産業Ⅰ 4 3 9 14

地域産業Ⅱ 14 7 10

地域史 4 3 3

地域計画 2 3 5

※ H28 度地域産業Ⅰ、 地域史のみの開講 

※ H29 度地域史は開講無し



1717

第 1 部の様子 （秋田大学） 第 2 部の様子 （秋田大学） 秋田魁新報記事 （秋田県立大学）

■ 分野２　第２の柱：3大学と地元企業群による就業支援、若者定着の促進

【平成30年度・令和元年度】
⑤�「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカ

レッジ」の開催
（ⅰ）「秋田就職サポート会議」の開催　
ＣＯＣ＋事業に参画する 6大学と秋田県や県内経済団体などの
事業協働機関等で構成する「秋田就職サポート会議」（平成 30 年
8 月 8 日と平成 31 年 1 月 31 日、令和元年 8月 8 日と令和 2 年 2
月 21 日）を開催し、前年度の県内就職実績や本年度の就職動向
について情報共有を図るとともに、各大学や県による県内就職推
進の取組についての紹介と意見交換を行い、引き続き、大学と事
業協働機関の連携した県内就職支援の取組を実施していくことを
確認した。
（ⅱ）「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催
大学と秋田県との共催により、秋田県立大学（平成 30 年 10 月
17 日、令和元年 10 月 18 日）秋田大学（平成 30 年 10 月 23 日、
令和元年 11 月 6 日）を会場に「秋田ものづくりオープンカレッ
ジ」を開催した。令和元年度は県内の自動車、航空機、医療福祉
機器、情報通信の 4分野に携わる 38 社（前年 38 社）のブース出
展と県内企業 1社の講演会を行った。企業展には秋田県立大学会
場に 242 人（前年 251 人）秋田大学会場に 369 人（前年 258 人）
の来場者、講演会には秋田県立大学会場に 50 人（前年 69 人）秋
田大学会場に 60 人（前年 103 人）の聴講者を集め、高度な技術による製品や事業内容など、県内企業の魅
力を多くの学生に伝えることにより、学生と県内企業とのマッチングを促進した。また、企業展について地
元紙の紙面に取り上げられ、学生の県内就職支援の取組について広く情報発信することができた。

平成 31 年 1 月 31 日開催

令和元年 8 月 8 日開催

・「秋田ものづくりオープンカレッジ」

「秋田ものづくりオープンカレッジ」 参加状況

出展ブース 企業展来場者 講演会聴講者

H30 R01 H30 R01 H30 R01

秋田大学 38 社 38 社 258 人 369 人 103 人 60 人

秋田県立大学 38 社 38 社 251 人 242 人 69 人 50 人
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⑥�「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び 「ジョブシャドウイング」の実施
（秋田大学）
（ⅰ）「インターンシップセミナー」の開催
インターンシップ受入予定企業による学生へのプレゼン大会として「インターンシップセミナー」（平成
30 年 5 月 23 日、令和元年 5月 21 日）を開催した。令和元年は参加企業 12 社（前年 12 社）により学生 88
人（前年 90 人）へ企業内容、インターンシップ内容等について説明を行い、学生のインターンシップ参加
を促進した。

（ⅱ）「大学と県内企業による情報交換会」の開催
秋田大学で平成 29 年度に単独で取組を始めた、「大学と県内企業による情報交換会」について、平成 30
年度からは、秋田県立大学、秋田工業高等専門学校との3大学連携事業として、北秋田市（平成30年 9月 5日、
令和元年 9月 24 日）、秋田大学（平成 30 年 9 月 6 日、令和元年 9月 26 日）、横手市（平成 30 年 9 月 7 日、
令和元年 9月 27 日）を会場として開催した。令和元年度は合計 78 社（前年 79 社）の参加があり、県内企
業による採用活動の事例紹介や 3大学と企業との個別相談会を実施して、参加企業に対し早期の採用活動を
実施するよう促し、参加企業からはその重要性の認識ができた旨の前向きな意見が寄せられた。

（ⅲ）「ジョブシャドウイング」等の実施
平成 29 年度まで秋田県立大学が単独で実施していた短期間の職場観察型インターンシップであるジョブ
シャドウイングについて、平成 30 年度は秋田県立大学の主導により秋田大学においても実施し学生が参加
した。（平成 30 年度 6社 7人、令和元年度 4社 8人）
また、令和２年２月 14 日に事業協働機関である秋田銀行との連携により、県南地区の企業３社への職場
見学バスツアーを初めて実施し、理工学部生等 11 名が参加した。

県北会場 中央会場 県南会場
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⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）
ジョブシャドウイングについて、担当するコーディネーターが、県内の高い技術力を有する企業や、先進
的な経営を行っている企業等を訪問のうえ受け入れを要請し、1・2 年生を中心に実施した。（平成 30 年度
23 社 113 人、令和元年度 21 社 110 人）
また、実施にあたっては、各企業の特色を学生が理解しやすいオーダーメイドのプログラムを企業と協働
で開発し、参加学生に提供した。参加した学生からは、「地元秋田で働くことのメリットを知ることができ
たので、今後進路を決める際の判断材料としたい。」などジョブシャドウイングの効果を示す肯定的な意見
や感想が寄せられた。

⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）　　
（ⅰ）「地域密着型校外実習」の実施
4年生の選択科目として「地域密着型校外実習」を開講し、平成 30 年度は 31 人（前年 44 人）の学生が
県内の企業等におけるインターンシップを行った。
（ⅱ）ＣＯＣ＋研修会の開催、ＣＯＣ＋研究会等の実施
県内企業 2社を会場に「ＣＯＣ＋研修会」を開催し、工場見学と研修会を行い、開催企業との連携強化を図っ
た。
30 年度から「県内企業を知る会」を開催し、秋田高専産学協力会会員である参加企業 42 社について、参
加学生 98 人に向け企業内容およびインターンシップ内容の情報公開を実施した。

経営者講話

インターンシップ受入企業等数と県内実施率

ランチミーティング

県内インターンシップ実施先

職場見学

インターンシップ先への就職者数
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　県内就職率 ・ 県内就職者数実績推移

H26 H27 H28 H29 H30 R01

実績 実績 実績 実績 実績 目標

秋田大学
37.9% 37.8% 36.4% 33.3% 37.4% 48.0%

279 人 297 人 272 人 234 人 250 人

秋田県立大学
19.3% 25.1% 18.4% 16.4% 20.4% 29.4%

55 人 67 人 52 人 46 人 58 人

秋田工業高等専門学校
9.5% 12.8% 22.7% 14.2% 13.7% 20.0%

13 人 15 人 27 人 16 人 17 人

合計
30.0% 32.4% 30.5% 27.0% 30.1% 39.9%

347 人 379 人 351 人 296 人 325 人

令和2年3月卒業者　就職内定県内率状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

平成31年2月末 令和2年2月末

合計 県内 県外 県内率 合計 県内 県外 県内率

秋田大学 国際資源 61 5 56 8.2% 65 4 61 6.2%

教育文化 155 85 70 54.8% 191 99 92 51.8%

医 223 96 127 43.0% 224 94 130 42.0%

医学科 121 45 76 37.2% 116 47 69 40.5%

保健学科 102 51 51 50.0% 108 47 61 43.5%

理工 197 40 157 20.3% 215 36 179 16.7%

計 636 226 410 35.5% 695 233 462 33.5%

秋田県立大学 システム科学技術 161 24 137 14.9% 169 30 139 17.8%

生物資源科学 122 34 88 27.9% 120 38 82 31.7%

計 283 58 225 20.5% 289 68 221 23.5%

秋田工業高等専門学校 124 17 107 13.7% 92 18 74 19.6%

合計 1,043  301 742 28.9% 1,076 319 757 29.6%
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■ 分野３　第３の柱：ふるさと秋田の魅力形成モデルづくり（秋田大学）

【平成30年度・令和元年度】
⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
聞き書きに関する高校生を対象とした外部講師招聘による「聞き書きボランティア養成講座」（平成 30 年
7 月 6 日、令和元年 7月 5日）を開催した。令和元年度は秋田西高校、金足農業高校の生徒 23 人（前年 25 人）
が参加した。令和元年 7月 30 日には両高校の生徒により、潟上市の高齢者から実際に話を聞く「聞き書き
ボランティア実践活動」を実施し、令和元年 10 月 23 日に聞き取りした話を文字にして作成・製本した聞き
書き小冊子の贈呈会を開催した。また、贈呈会について、朝日新聞及び地元紙の紙面に取り上げられ、聞き
書きに関する取組について、広く情報発信することができた。
令和元年 8月 31 日に医学系研究科教員 1名が聞き書きに関する全国組織の研修会である「第 5回聞き書
き学校 in 一ノ関」に参加し、聞き書き指導者としてのスキルアップを図った。

⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
平成 30 年度において、10 月 10 日から 3月 6 日まで潟上市の高齢者 22 人を対象に計 21 回の「コグニサ
イズ教室」を開催した。また、同教室の開催については、日本経済新聞及び地元紙の紙面に取り上げられ、
コグニサイズに関して広く情報発信することができた。
コグニサイズ運動の全県への普及拡大を目的としたシンポジウムを、10 月 17 日に潟上市において「コグ
ニサイズ事業中間報告会」として開催した。自治体、医療福祉関係者及び一般県民等 73 人出席のもと、コ
グニサイズの概要紹介、東成瀬村と男鹿市での実践事例を大学・自治体・参加者の立場から報告および地域
包括支援センター等の県内自治体関係者や病院・介護事業所関係者などの出席者による意見交換を行い、新
聞記事としても取り上げられ、コグニサイズ運動について情報発信し普及拡大に寄与することができた。ま
た、以下のとおり、当初計画になかった潟上市以外の自治体等からのコグニサイズ講師の派遣要請に対応し、
コグニサイズ運動の普及活動に努めた。

外部講師による養成講座

実践活動

・「聞き書きボランティア養成講座」

贈呈会の秋田魁新報記事
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（自治体等への講師派遣対応）
・5/24 秋田市新屋田尻沢地区体験会・5/27 三種町希望苑実演会
・5/30 秋田市生涯学習奨励員研修会・6/30 NSCAジャパン東北地域ディレクターセミナー
・9/11 秋田市菊谷小路いきいき町づくりの会・9/22トレイク潟上プレオープン
・12/15 秋田県「めざせ健康寿命日本一応援フェア」・12/20 秋田市西部市民ＳＣ市民講座
11 月 8 日・9日に国立長寿医療研究センターにおけるコグニサイズ指導者研修へ医学系研究科教員 1人が
参加し、コグニサイズ指導者としての認定を受け、事業推進体制の強化を図った。
3月 22 日にこれまでのコグニサイズ運動の取組に関する資料集「コグニサイズ運動の展開に関する中間
報告書」を作成し基礎資料を取りまとめた。
令和元年度はこれまで「コグニサイズ教室」を実施した 3地区について、次のとおりフォローアップ指導
を展開した。東成瀬村（6月 6 日参加者 5人）、潟上市（6月 12 日参加者 15 人、8 月 28 日参加者 14 人）、
男鹿市（6月 28 日参加者 16 人） 

⑪首都圏大学等に対するスポーツサークル等の合宿誘致活動および教育実習誘致活動の実施
「合宿誘致活動」：全日本バレーボール大学女子選手権大会に出場した大学（平成 30 年 11 月 26 日　筑波
大学他 4大学、令和元年 11 月 28 日　順天堂大学他　大学）に秋田県内での合宿を働きかけた。
「教育実習誘致活動」：平成 29 年度に誘致した共栄大学（埼玉県）の教育実習を東成瀬村（平成 30 年度 2人、
令和元年度 2人）、大館市（平成 30 年度 2人、令和元年度 5人）で継続して実施した。　

・「コグニサイズ」

・「合宿誘致活動」　
・「教育実習誘致活動」

「コグニサイズ教室」 の様子

「コグニサイズ事業中間報告会」 の秋田魁新報記事
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■ 分野４　事業運営・情報発信等

【平成30年度・令和元年度】
⑫「秋田創生ＣＯＣ＋協議会」の開催
秋田創生ＣＯＣ＋協議会を構成する参加大学、行政、経済団体、金融機関等の主要メンバー参集のもと、

ＣＯＣ＋事業の取組実績・事業計画について協議する会議（平成 30 年 7 月 17 日、令和元年 7月 25 日）を
開催した。

⑬ＣＯＣ＋外部評価委員会の開催
秋田創生ＣＯＣ＋協議会に設置する外部評価委員会（平成30年10月5日、令和元年10月31日）を開催した。
令和元年度の外部評価委員会においては平成 30 年度事業実績について「計画を上回る実績である」との評
価を受けるとともに、「3大学連携による県内就職支援事業を補助期間終了後も継続していくことが望まし
い。」との提言を受けた。

⑭情報発信
平成 30 年度は本年度ＣＯＣ＋事業の取組を紹介した「秋田創生ＣＯＣ＋通信」をＣＯＣ＋事業参加大学及
び事業協働機関の他、県内企業 177 社に配付するとともに、個々の事業において、積極的な情報発信に努め、
マスコミ等を通じて、広く県民にＣＯＣ＋事業の取組について周知した。

・秋田創生ＣＯＣ＋協議会

・秋田創生ＣＯＣ＋協議会

令和元年 7 月 25 日開催

令和元年 7 月 25 日開催



Ⅲ．資　料
平成 30年度・令和元年度
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令和元年度においては、新たに作成したＣＯＣ＋事業の概要、体制、これまでの取組等をまとめたパンフ
レット及び秋田おらほ学認証制度を対外的に紹介するパンフレットを県内の経済団体及び業界団体の総会・
セミナーを活用して配布し、ＣＯＣ＋事業と秋田おらほ学認証制度についての情報発信を行い、県内就職率
向上に向けた採用側の意識付けを行った。
（配布した経済・業界団体：11 団体、配布部数：840 部）

・ＣＯＣ＋パンフレット等



Ⅲ．資　料
平成 30年度・令和元年度
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６大学連携による「秋田おらほ学」の展開
第１の柱

分野１資料【平成 30年度・令和元年度】

①６大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築
　（事業協働機関全体）

②「ＣＯＣキャリア認証プログラム」の実施（秋田大学）

③「あきた地域学課程」の拡充（秋田県立大学）

④「ＣＯＣ＋授業」等の実施（秋田工業高等専門学校）
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①6大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築（事業協働機関全体）
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①6大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築（事業協働機関全体）
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①6大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築（事業協働機関全体）
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①6大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築（事業協働機関全体）
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①6大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築（事業協働機関全体）
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①6大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築（事業協働機関全体）
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②「COCキャリア認証プログラム」の実施（秋田大学）



文部科学省平成 27 年度採択
地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）

秋田大学ＣＯＣキャリア認証プログラム
履　修　案　内

平成31年度（2019）

　地域志向科目とは、文部科学省により、連携する地域（秋田県）の課題等の認識を深め、解
決に向けて主体的に行動できる人材を育成するための科目と定義づけられた科目です。  　
　本学では、地域（秋田県）に関する自然、歴史、芸術文化、地域社会・生活、産業、技術・雇用等、
防災、教育、地域医療及びその他の現状・課題等を理解するための科目並びに地域課題を解決
するために必要な専門的な知識や技能を修得するための科目として、別表１（教養基礎教育科
目）及び別表２（専門教育科目）に掲げる科目を地域志向科目として定めています。 

地域志向科目について  

 　秋田大学では、平成２９年度から「秋田大学ＣＯＣキャリア認証プログラム」をスタート

させました。 このプログラムは、本学が文部科学省の「地（知）の拠点大学による地方創生
推進事業（ＣＯＣ＋）」の採択を受け、「超高齢・人口減少社会における若者の地元定着と若
者の育成」をテーマとして実施する取組の一環です。
　「地域志向科目」の学修により、秋田県の現状や課題について理解するとともに、修得した
専門的な知識や技能を活用し、地域の経済や文化の活性化、コミュニティーの創生・再生、防災、
地域医療の充実など、様々な方面で地域課題解決のために主体的に行動できる人材の育成を
目的としています。

　秋田大学ＣＯＣキャリア認証プログラムとは  

　本プログラムを修了するためには、次の２つの要件をいずれも満たす必要があります。

　　（１）別表１（教養基礎教育科目）及び別表２（専門教育科目）に掲げる地域志向
　　　　  科目から合計１０単位以上を修得すること。
　　（２）（１）で修得する１０単位のうち、４単位以上は別表１（教養基礎教育科目）
                   に掲げる 地域志向科目又は別表２（専門教育科目）に掲げる地域志向科目の
　　　　　「秋田学基礎」、「地域学基礎」から修得すること。

    

プログラムの修了要件

地域課題解決に主体的に行動できる人材

　本プログラムを修了した学生に対しては、学位授与の際にプログラム修了証を交付し、「あ

きた創生推進士」の称号を授与します。  また、就職活動等のために、学位授与に先立ち、本プ
ログラムの修了（修了見込み）の証明が必要な場合は、学生の申し出により証明書を発行します。  

と等体団済経内県や県田秋、は」）＋ＣＯＣ（業事進推生創方地るよに学大点拠の）知（地「    
協働して、学生にとって魅力ある就職先を創出・開拓するなど、地方創生の中心となる「ひと」
の地方への集積を目的とする事業であり、本プログラムを修了したことは、県内の就職先に対
して様々な場面でアピールすることができますので、「あきた創生推進士」の称号を目指して、
積極的に地域志向科目を修得してください。 

称号の授与  　

【問合せ先】秋田大学 地（知）の拠点推進本部　COC＋事務局（地方創生センター１号館２階）

　　〒010-8502　秋田市手形学園町 1 番 1 号

　　 TEL：018-889-3246 FAX：018-889-3168  E-mail：coc-plus@jimu.akita-u.ac.jp

　本プログラムの対象となる学生は、平成２９年度以降に入学する全学生及び平成２９年度時
点で在学する全学生であり、登録手続は必要ありません。
　また、前記プログラムの修了要件の確認についても、卒業時に大学が実施しますので特に手
続は必要ありません。
　なお、地域志向科目についても通常の科目と同様の履修登録が必要ですので、各学部で定め
る履修手続を行ってください。

プログラムの登録手続について

～～～～～～～～～「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（略称　COC＋事業）」とは～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　地域のための大学として地域再生・活性化の拠点となる大学の形成に取り組んできた「地（知）の
拠点整備事業（大学 COC 事業）」を発展させ、地方公共団体や企業等と協働して、学生にとって魅力
ある就職先を創出・開拓するとともに、その地域が求める人材を養成するために必要な教育カリキュ
ラムの改革を断行する大学の取組を支援することで、地方創生の中心となる「ひと」の地方への集積
を目的とする事業です。
　平成 27 年度の文部科学省の新規重点補助事業で、秋田大学を COC＋大学（事業責任大学）とし、
秋田県立大学と秋田工業高等専門学校を参加校とする事業計画で申請し採択されたもので、この事業の
テーマは「超高齢・人口減少社会における若者の地元定着の促進と若者の育成」です。

「あきた創生推進士」を育成します。
別表１　教養基礎教育科目（平成31年度開講科目）
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②「COCキャリア認証プログラム」の実施（秋田大学）



別表２　専門教育科目（平成31年度開講科目）　　

◆COC＋の概要

◆COC＋の連携図
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②「COCキャリア認証プログラム」の実施（秋田大学）
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③「あきた地域学課程」の拡充（秋田県立大学）
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③「あきた地域学課程」の拡充（秋田県立大学）
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③「あきた地域学課程」の拡充（秋田県立大学）
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③「あきた地域学課程」の拡充（秋田県立大学）
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③「あきた地域学課程」の拡充（秋田県立大学）



秋
⽥

⼯
業

⾼
等

専
⾨

学
校

開
講

年
度

平
成

30
年

度
 (

20
18

年
度

)
授

業
科

⽬
特

別
講

義
Ⅰ

科
⽬

基
礎

情
報

科
⽬

番
号

00
31

科
⽬

区
分

⼀
般

 /
 選

択
授

業
形

態
授

業
単

位
の

種
別

と
単

位
数

履
修

単
位

: 
1

開
設

学
科

⼀
般

教
科

（
⼈

⽂
科

学
系

）
対

象
学

年
開

設
期

前
期

週
時

間
数

2
教

科
書

/教
材

⾃
製

プ
リ

ン
ト

担
当

教
員

 
到

達
⽬

標
１

．
東

北
地

⽅
と

い
う

概
念

が
⽇

本
近

代
の

形
成

過
程

で
つ

く
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。
２

．
⽇

本
封

建
制

下
の

産
業

・
経

済
が

資
本

主
義

⽣
産

へ
の

可
能

性
を

持
ち

つ
つ

も
限

界
を

抱
え

て
い

た
点

を
理

解
す

る
。

３
．

封
建

制
下

の
秋

⽥
の

特
性

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
４

．
近

代
⽇

本
に

お
け

る
秋

⽥
の

産
業

経
済

が
担

っ
た

可
能

性
と

限
界

性
を

政
治

史
の

問
題

と
搦

め
な

が
ら

理
解

す
る

。
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
理

想
的

な
到

達
レ

ベ
ル

の
⽬

安
標

準
的

な
到

達
レ

ベ
ル

の
⽬

安
未

到
達

レ
ベ

ル
の

⽬
安

評
価

項
⽬

1
東

北
地

⽅
概

念
が

⽇
本

近
代

化
の

産
物

で
あ

る
こ

と
を

説
明

で
き

る
東

北
地

⽅
概

念
が

⽇
本

近
代

化
の

産
物

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

る
東

北
地

⽅
概

念
が

⽇
本

近
代

化
の

産
物

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

ら
な

い

評
価

項
⽬

2
封

建
制

下
に

お
け

る
秋

⽥
の

産
業

経
済

の
位

置
付

け
を

説
明

で
き

る
封

建
制

下
に

お
け

る
秋

⽥
の

産
業

経
済

の
位

置
付

け
が

わ
か

る
封

建
制

下
に

お
け

る
秋

⽥
の

産
業

経
済

の
位

置
付

け
側

か
ら

な
い

評
価

項
⽬

3
秋

⽥
藩

の
強

⼒
な

統
制

と
⺠

間
資

本
の

脆
弱

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

秋
⽥

藩
の

強
⼒

な
統

制
と

⺠
間

資
本

の
脆

弱
性

が
わ

か
る

秋
⽥

藩
の

強
⼒

な
統

制
と

⺠
間

資
本

の
脆

弱
性

が
わ

か
ら

な
い

評
価

項
⽬

4
鉱

⼭
業

を
中

⼼
と

し
た

秋
⽥

の
産

業
が

近
代

化
す

る
過

程
を

せ
つ

め
い

で
き

る
鉱

⼭
業

を
中

⼼
と

し
た

秋
⽥

の
産

業
が

近
代

化
す

る
過

程
が

わ
か

る
鉱

⼭
業

を
中

⼼
と

し
た

秋
⽥

の
産

業
が

近
代

化
す

る
過

程
が

分
か

ら
な

い
学

科
の

到
達

⽬
標

項
⽬

と
の

関
係

教
育

⽅
法

等
概

要
封

建
制

か
ら

近
代

資
本

主
義

社
会

へ
の

展
開

過
程

に
つ

い
て

秋
⽥

地
域

史
の

視
点

か
ら

理
解

す
る

。
授

業
の

進
め

⽅
と

授
業

内
容

・
⽅

法
基

本
的

に
講

義
形

式
で

あ
る

が
、

適
宜

発
⾔

を
求

め
、

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
を

求
め

る
こ

と
も

あ
る

。

注
意

点
事

前
に

⽇
本

の
各

時
代

の
概

略
を

予
習

し
、

講
義

の
後

に
は

課
題

な
ど

を
と

お
し

て
理

解
度

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
お

く
こ

と
授

業
計

画
週

授
業

内
容

・
⽅

法
週

ご
と

の
到

達
⽬

標

前
期

1週
授

業
ガ

イ
ダ

ン
ス

授
業

の
進

め
⽅

と
評

価
の

仕
⽅

が
分

か
る

。

2週
１

．
東

北
概

念
の

形
成

(1
)

前
近

代
社

会
に

け
る

時
間

感
覚

資
本

主
義

⽣
産

以
前

の
⽇

本
⼈

の
時

間
感

覚
が

分
か

る
。

3週
１

．
東

北
概

念
の

形
成

(2
)

前
近

代
社

会
に

お
け

る
⻑

さ
様

々
な

規
格

の
存

在
と

そ
の

意
味

が
分

か
る

。

4週
１

．
東

北
概

念
の

形
成

(3
)

道
の

奥
か

ら
東

北
地

⽅
へ

東
北

地
⽅

概
念

が
⽇

本
近

代
化

の
産

物
で

あ
る

こ
と

が
分

か
る

。

5週
２

．
封

建
制

下
の

産
業

経
済

(1
)

⽶
経

済
と

⽔
運

の
時

代
江

⼾
時

代
の

経
済

の
基

本
が

分
か

る
。

6週
２

．
封

建
制

下
の

産
業

経
済

(2
)

幕
藩

制
市

場
構

造
と

鎖
国

制
幕

府
の

経
済

統
制

と
貿

易
独

占
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

7週
２

．
封

建
制

下
の

産
業

経
済

(3
)

⽇
本

海
海

運
と

秋
⽥

全
国

経
済

の
中

で
秋

⽥
の

産
業

経
済

の
位

置
付

け
が

分
か

る
。

8週
到

達
度

試
験

（
前

期
中

間
）

上
記

項
⽬

に
つ

い
て

学
習

し
た

内
容

の
理

解
度

を
確

認
す

る
。

9週
３

．
近

世
の

秋
⽥

(1
)

秋
⽥

藩
と

由
利

・
⿅

⾓
到

達
度

試
験

の
解

説
と

解
答

秋
⽥

県
域

の
政

治
史

が
分

か
る

。

10
週

３
．

近
世

の
秋

⽥
(2

)
情

報
・

通
信

か
ら

⾒
た

秋
⽥

江
⼾

の
情

報
と

上
⽅

の
情

報
に

ど
の

よ
う

に
接

続
し

た
か

が
分

か
る

知
る

。

11
週

３
．

近
世

の
秋

⽥
(3

)
藩

営
殖

産
事

業
の

限
界

秋
⽥

藩
の

強
⼒

な
統

制
と

⺠
間

資
本

の
脆

弱
性

が
分

か
る

。

12
週

４
．

近
代

の
秋

⽥
(1

)
明

治
政

府
の

東
北

開
発

策
開

発
の

対
象

と
し

て
の

東
北

地
⽅

の
位

置
付

け
が

分
か

る
。

13
週

４
．

近
代

の
秋

⽥
(2

)
逆

転
す

る
北

の
世

界
北

海
道

を
⽀

え
た

存
在

か
ら

、
北

海
道

に
⽀

え
ら

れ
る

存
在

に
逆

転
し

た
こ

と
が

分
か

る
。

14
週

４
．

近
代

の
秋

⽥
(3

)
秋

⽥
の

近
代

産
業

鉱
⼭

業
を

中
⼼

と
し

た
秋

⽥
の

産
業

が
近

代
化

す
る

過
程

が
分

か
る

。
15

週
到

達
度

試
験

（
前

期
末

）
上

記
項

⽬
に

つ
い

て
学

習
し

た
内

容
の

理
解

度
を

確
認

す
る

。

16
週

試
験

の
解

説
と

解
答

，
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

到
達

度
試

験
の

解
説

と
解

答
、

本
授

業
の

ま
と

め
、

お
よ

び
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

評
価

割
合

試
験

発
表

相
互

評
価

態
度

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
レ

ポ
ー

ト
合

計
総

合
評

価
割

合
80

0
0

0
0

20
10

0
基

礎
的

能
⼒

60
0

0
0

0
10

70
専

⾨
的

能
⼒

10
0

0
0

0
0

10
分

野
横

断
的

能
⼒

10
0

0
0

0
10

20

4242

④「COC+授業」等の実施（秋田工業高等専門学校）



  

 

4343

④「COC+授業」等の実施（秋田工業高等専門学校）



4444

④「COC+授業」等の実施（秋田工業高等専門学校）
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4545

④「COC+授業」等の実施（秋田工業高等専門学校）
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11/22 FRI

COC

３大学と地元企業群による就業支援、若者定着の促進
第２の柱

分野 2資料【平成 30年度・令和元年度】

⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の
開催（事業協働機関全体）

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の
開催及び「ジョブシャドウイング」の実施（秋田大学）

⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）

⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）

4646

④「COC+授業」等の実施（秋田工業高等専門学校）



３大学と地元企業群による就業支援、若者定着の促進
第２の柱

分野 2資料【平成 30年度・令和元年度】

⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の
開催（事業協働機関全体）

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の
開催及び「ジョブシャドウイング」の実施（秋田大学）

⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）

⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）

4747



4848

⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催（事業協働機関全体）
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4949

⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催（事業協働機関全体）



    
 

  

30
10

24
 

3
 

5050

⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催（事業協働機関全体）



令和元年度 秋田大学 事業
第１回秋田就職サポート会議を開催しました。

月 日（火）、秋田商工会議所ホール において、令和元年度第 回秋田就職サポート会
議を開催しました。
はじめに、本学の志立正知理事が「 事業は今年度が最終年度であり、秋田県にとっても学生
の県内就職は大事なテーマである。 関係大学として、今後も県内就職を高めていくために皆様か
ら知恵を拝借したい。」と挨拶し、開会しました。
続いて、平成 年度卒業者の県内就職状況及び令和元年度卒業予定者の就職動向について、
各大学から説明があり、県内就職率は全体として上昇傾向ながら、最終目標に対しては依然厳しい状
況であることや、今年度の内定率は例年並みに推移していることが報告されました。
また、事業協働機関や関係団体から、次のような報告や質問が出されました。
○新卒採用しても離職が多く、人材不足対策として定年延長をする企業もある。
○応募者減少の影響もあり、新卒採用者数は以前より減っている。
○理系の学生は県外に出て行く傾向にあり、採用に難儀している。
○何故学生は県外へ出て行くのか。企業として何が出来るのか。
次に、各大学の取組紹介として、秋田大学からは「大学と県内企業による情報交換会」や「秋田おら
ほ学認証制度」等の説明がありました。
また、県立大学からはジョブシャドウイング、秋田高専からはインターンシップの強化等について説明があっ
たほか、国際教養大学からはインターンシップ活動費助成について、公立美術大学から県内企業説明
会＆インターンシップ交渉会について、紹介がありました。
最後に、秋田県から県内定着に向けた取組として、就活情報サイトの展開、学生と保護者に向けた
就職情報誌の作成・配布、女子活交流会、奨学金返還助成制度等について説明がありました。
今年度は 事業最終年度となりますが、事業終了後も引き続き県内就職率向上を共通課題
として、事業協働機関一体となって取組を更に強化することを確認しました。

     

5151

⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催（事業協働機関全体）
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5252

⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催（事業協働機関全体）
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5353

⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催（事業協働機関全体）



県内で就職したい！
県外（地元・首都圏）で
就職したい！ まだ全然考えてない！

県内の企業情報が
得られる！
インターンシップ情
報をゲットできる！

企業の方とお話しする
ことに慣れる！どんな
ところに意識して話を
聞けば良いのか分か
る！（→これからのイ
ンターンシップに役立
てられる！）

将来の事を考える
チャンス！
やりたい事ってなん
だろう？？

【開催日】平成３０年５月２３日（水）
１６：２０～１９：２０

【会 場】大学会館１階 新食堂ホール
【内 容】夏期インターンシップが始まる前に，

優れた技術を有する秋田県内企業１２
社から，「インターンシップ内容，仕事
でのやりがい，就活を迎える学生へのメッ
セージ等」について直接話を伺う

【申 込】５／１８（金）まで就職推進担当へ申込

★当日の流れ★
第１部 各企業からのプレゼン
１６：２０～１６：５０
第２部 各企業ブースでの個別説明

※説明２０分＋質疑５分
１６：５５～１７：２０ 第１ターム
１７：２５～１７：５０ 第２ターム
１７：５５～１８：２０ 第３ターム
１８：２５～１８：５０ 第４ターム

１８：５５～１９：２０ 第５ターム

こんな方々にお勧め！

インターンシップセミナーに参加すると・・

■問い合わせ先・申込先■ 学生支援・就職課 就職推進担当（TEL：018-889-2262）

5454

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）



5555

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）



5656

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）



5757

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）
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5858

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）
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5959

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）
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⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）



6161

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）



6262

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）
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6363

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）
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6464

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）



6565

⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）



6666

⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）



6767

⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）



6868

⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）



6969

⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）



7070

⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）



7171

⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）



7272

⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）



秋
⽥

⼯
業

⾼
等

専
⾨

学
校

開
講

年
度

平
成

30
年

度
 (

20
18

年
度

)
授

業
科

⽬
校

外
実

習
Ａ

科
⽬

基
礎

情
報

科
⽬

番
号

00
40

科
⽬

区
分

専
⾨

 /
 選

択
授

業
形

態
実

験
・

実
習

単
位

の
種

別
と

単
位

数
履

修
単

位
: 

1
開

設
学

科
機

械
⼯

学
科

対
象

学
年

4
開

設
期

通
年

週
時

間
数

1
教

科
書

/教
材

実
習

先
の

企
業

で
準

備
さ

れ
た

も
の

。
担

当
教

員
⼩

林
 義

和
到

達
⽬

標
1.

実
習

先
で

⾏
わ

れ
た

研
修

，
お

よ
び

指
⽰

さ
れ

た
作

業
等

を
，

実
習

先
担

当
者

の
定

め
る

⽬
標

⽔
準

ま
で

達
成

で
き

る
。

2.
実

習
報

告
書

が
わ

か
り

や
す

く
か

つ
論

理
的

に
作

成
で

き
る

。
3.

報
告

会
に

お
い

て
、

実
習

内
容

を
論

理
的

か
つ

明
確

に
説

明
で

き
る

。
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
理

想
的

な
到

達
レ

ベ
ル

の
⽬

安
標

準
的

な
到

達
レ

ベ
ル

の
⽬

安
未

到
達

レ
ベ

ル
の

⽬
安

評
価

項
⽬

1
実

習
先

担
当

者
の

定
め

る
⽬

標
⽔

準
を

超
え

る
達

成
度

で
あ

る
。

実
習

先
担

当
者

の
定

め
る

⽬
標

⽔
準

程
度

の
達

成
度

で
あ

る
。

実
習

先
担

当
者

の
定

め
る

⽬
標

⽔
準

以
下

の
達

成
度

で
あ

る
。

評
価

項
⽬

2
実

習
報

告
書

が
わ

か
り

や
す

く
か

つ
論

理
的

に
作

成
で

き
る

。
実

習
報

告
書

が
わ

か
り

や
す

く
作

成
で

き
る

。
実

習
報

告
書

の
内

容
が

乏
し

い

評
価

項
⽬

3
実

習
内

容
を

論
理

的
か

つ
明

確
に

説
明

で
き

る
。

実
習

内
容

を
わ

か
り

や
す

く
説

明
で

き
る

。
実

習
内

容
を

明
確

に
説

明
で

き
な

い
。

学
科

の
到

達
⽬

標
項

⽬
と

の
関

係
教

育
⽅

法
等

概
要

⽣
産

現
場

に
お

け
る

産
業

の
技

術
を

総
合

的
に

修
得

し
，

技
術

者
と

し
て

の
在

り
⽅

や
⾃

発
的

な
研

究
態

度
を

⾝
に

付
け

，
か

つ
，

卒
業

後
の

進
路

選
択

に
役

⽴
て

る
こ

と
が

出
来

る
．

授
業

の
進

め
⽅

と
授

業
内

容
・

⽅
法

実
習

先
の

企
業

の
指

導
担

当
員

の
指

⽰
に

よ
る

。

注
意

点

(講
義

を
受

け
る

前
) 

実
習

先
の

事
前

課
題

や
指

⽰
に

従
っ

て
、

準
備

を
⾏

う
。

(講
義

を
受

け
た

後
) 

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

報
告

会
で

発
表

す
る

。
［

評
価

⽅
法

］
以

下
の

3種
の

評
価

を
⾏

う
。

各
評

価
に

お
け

る
評

点
は

、
 S

（
⾮

常
に

満
⾜

︓
10

0点
）

、
A（

満
⾜

︓
90

点
）

、
B（

や
や

満
⾜

︓
80

点
）

、
C（

普
通

︓
70

点
）

、
D（

や
や

不
満

︓
60

点
）

、
E（

不
満

50
点

）
と

す
る

。
1.

実
習

先
で

の
評

価
︓

以
下

の
観

点
で

評
点

付
け

を
⾏

う
。

①
実

習
へ

の
取

り
組

み
姿

勢
 

②
実

習
内

容
の

理
解

度
お

よ
び

成
果

な
ど

③
報

告
書

の
内

容
、

出
来

映
え

な
ど

2.
 学

級
担

任
に

よ
る

実
習

報
告

書
の

評
価

︓
以

下
の

観
点

で
評

点
付

け
を

⾏
う

。
①

実
習

の
⽬

的
、

内
容

が
理

解
で

き
て

い
る

か
。

②
簡

潔
で

正
し

い
⽇

本
語

で
記

述
さ

れ
て

い
る

か
。

③
図

表
が

適
切

で
⾒

や
す

い
か

。
④

実
習

内
容

・
成

果
の

⽔
準

な
ど

。
3.

 学
級

担
任

お
よ

び
学

系
⻑

ま
た

は
副

学
系

⻑
に

よ
る

報
告

会
の

評
価

︓
以

下
の

観
点

で
評

点
付

け
を

⾏
う

。
①

実
習

の
⽬

的
、

内
容

が
わ

か
り

や
す

く
説

明
さ

れ
て

い
る

か
。

②
図

や
表

が
適

切
で

⾒
や

す
い

か
。

③
デ

ー
タ

の
分

析
や

考
察

が
適

切
に

な
さ

れ
て

い
る

か
。

④
話

し
⽅

、
質

疑
応

答
が

わ
か

り
や

す
く

、
説

得
⼒

が
あ

る
か

。
総

合
評

価
＝

実
習

先
担

当
者

に
よ

る
評

価
︓

50
%

、
実

習
報

告
書

の
評

価
︓

25
%

、
報

告
会

で
の

評
価

︓
25

%
で

、
合

計
10

0点
満

点
で

採
点

し
、

60
点

以
上

を
合

格
と

す
る

。
総

合
評

価
＝

(実
習

先
担

当
者

に
よ

る
評

価
) 

x 
0.

50
 +

 (
実

習
報

告
書

の
評

価
) 

x 
0.

25
 +

 (
報

告
会

で
の

評
価

) 
x 

0.
25

授
業

計
画

週
授

業
内

容
・

⽅
法

週
ご

と
の

到
達

⽬
標

前
期

1週
企

業
、

公
的

研
究

所
で

の
実

習
（

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

）

企
業

や
研

究
所

な
ど

に
お

い
て

，
そ

の
受

け
⼊

れ
機

関
の

指
導

の
下

に
，

現
場

の
実

際
の

業
務

，
技

術
を

体
験

す
る

。
 

実
習

の
⽇

数
は

5⽇
以

上
，

も
し

く
は

実
習

時
間

を
30

時
間

以
上

と
す

る
。

終
了

時
に

は
，

受
け

⼊
れ

機
関

の
証

明
を

記
⼊

し
た

実
習

修
了

書
（

本
校

指
定

様
式

）
を

受
領

し
，

学
校

に
提

出
す

る
。

2週

※
な

お
，

学
校

へ
提

出
す

る
「

実
習

報
告

書
」

及
び

「
報

告
会

」
に

お
い

て
，

下
記

到
達

⽬
標

の
内

容
を

記
載

す
る

こ
と

。

（
到

達
⽬

標
）

・
企

業
等

に
お

け
る

技
術

者
・

研
究

者
等

の
実

務
を

認
識

し
て

い
る

。 ・
企

業
⼈

と
し

て
の

責
任

あ
る

仕
事

を
進

め
る

た
め

の
基

本
的

な
⾏

動
を

挙
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
企

業
に

お
け

る
福

利
厚

⽣
⾯

や
社

員
の

価
値

観
な

ど
多

様
な

要
素

か
ら

⾃
⼰

の
進

路
と

し
て

の
企

業
を

判
断

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
認

識
し

て
い

る
。

・
企

業
に

は
社

会
的

責
任

が
あ

る
こ

と
を

認
識

し
て

い
る

。
・

企
業

が
国

内
外

で
他

社
(他

者
）

と
ど

の
よ

う
な

関
係

性
の

中
で

活
動

し
て

い
る

か
説

明
で

き
る

。
・

調
査

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

共
同

教
育

等
を

通
し

て
地

域
社

会
・

産
業

界
の

抱
え

る
課

題
を

説
明

で
き

る
。

・
企

業
活

動
に

は
品

質
、

コ
ス

ト
、

効
率

、
納

期
な

ど
の

視
点

が
重

要
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
い

る
。

・
社

会
⼈

も
継

続
的

に
成

⻑
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

認
識

し
て

い
る

。
・

技
術

者
と

し
て

、
幅

広
い

⼈
間

性
と

問
題

解
決

⼒
、

社
会

貢
献

な
ど

が
必

要
と

さ
れ

る
こ

と
を

認
識

し
て

い
る

。
・

技
術

者
が

知
恵

や
感

性
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
精

神
な

ど
を

駆
使

し
て

実
践

な
活

動
を

⾏
っ

っ
た

事
例

を
挙

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

⾼
専

で
学

ん
だ

専
⾨

分
野

・
⼀

般
科

⽬
の

知
識

が
、

企
業

等
で

ど
の

よ
う

に
活

⽤
・

応
⽤

さ
れ

て
い

る
か

を
認

識
で

き
る

。
3週 4週 5週 6週 7週

8週 9週 10
週

11
週

12
週

13
週

14
週

15
週

16
週

後
期

1週 2週 3週 4週 5週 6週 7週 8週 9週 10
週

11
週

12
週

13
週

14
週

15
週

16
週

評
価

割
合

レ
ポ

ー
ト

発
表

実
習

先
評

価
態

度
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

そ
の

他
合

計
総

合
評

価
割

合
25

25
50

0
0

0
10

0
基

礎
的

能
⼒

10
10

25
0

0
0

45
専

⾨
的

能
⼒

15
15

25
0

0
0

55
分

野
横

断
的

能
⼒

0
0

0
0

0
0

0

7373

⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）



秋
⽥

⼯
業

⾼
等

専
⾨

学
校

開
講

年
度

平
成

30
年

度
 (

20
18

年
度

)
授

業
科

⽬
校

外
実

習
Ｂ

科
⽬

基
礎

情
報

科
⽬

番
号

00
41

科
⽬

区
分

専
⾨

 /
 選

択
授

業
形

態
実

験
・

実
習

単
位

の
種

別
と

単
位

数
履

修
単

位
: 

2
開

設
学

科
機

械
⼯

学
科

対
象

学
年

4
開

設
期

通
年

週
時

間
数

2
教

科
書

/教
材

実
習

先
の

企
業

で
準

備
さ

れ
た

も
の

。
担

当
教

員
⼩

林
 義

和
到

達
⽬

標
1.

 
実

習
先

で
⾏

わ
れ

た
研

修
，

お
よ

び
指

⽰
さ

れ
た

作
業

等
を

，
実

習
先

担
当

者
の

定
め

る
⽬

標
⽔

準
ま

で
達

成
で

き
る

。
2.

 
実

習
報

告
書

が
わ

か
り

や
す

く
か

つ
論

理
的

に
作

成
で

き
る

。
3.

 
報

告
会

に
お

い
て

、
実

習
内

容
を

論
理

的
か

つ
明

確
に

説
明

で
き

る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

理
想

的
な

到
達

レ
ベ

ル
の

⽬
安

標
準

的
な

到
達

レ
ベ

ル
の

⽬
安

未
到

達
レ

ベ
ル

の
⽬

安

評
価

項
⽬

1
実

習
先

担
当

者
の

定
め

る
⽬

標
⽔

準
を

超
え

る
達

成
度

で
あ

る
。

実
習

先
担

当
者

の
定

め
る

⽬
標

⽔
準

程
度

の
達

成
度

で
あ

る
。

実
習

先
担

当
者

の
定

め
る

⽬
標

⽔
準

以
下

の
達

成
度

で
あ

る
。

評
価

項
⽬

2
実

習
報

告
書

が
わ

か
り

や
す

く
か

つ
論

理
的

に
作

成
で

き
る

。
実

習
報

告
書

が
わ

か
り

や
す

く
作

成
で

き
る

。
実

習
報

告
書

の
内

容
が

乏
し

い

評
価

項
⽬

3
実

習
内

容
を

論
理

的
か

つ
明

確
に

説
明

で
き

る
。

実
習

内
容

を
わ

か
り

や
す

く
説

明
で

き
る

。
実

習
内

容
を

明
確

に
説

明
で

き
な

い
。

学
科

の
到

達
⽬

標
項

⽬
と

の
関

係
教

育
⽅

法
等

概
要

⽣
産

現
場

に
お

け
る

産
業

の
技

術
を

総
合

的
に

修
得

し
，

技
術

者
と

し
て

の
在

り
⽅

や
⾃

発
的

な
研

究
態

度
を

⾝
に

付
け

，
か

つ
，

卒
業

後
の

進
路

選
択

に
役

⽴
て

る
こ

と
が

出
来

る
．

授
業

の
進

め
⽅

と
授

業
内

容
・

⽅
法

実
習

先
の

企
業

の
指

導
担

当
員

の
指

⽰
に

よ
る

。

注
意

点

(講
義

を
受

け
る

前
) 

実
習

先
の

事
前

課
題

や
指

⽰
に

従
っ

て
、

準
備

を
⾏

う
。

(講
義

を
受

け
た

後
) 

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

報
告

会
で

発
表

す
る

。
［

評
価

⽅
法

］
以

下
の

3種
の

評
価

を
⾏

う
。

各
評

価
に

お
け

る
評

点
は

、
 S

（
⾮

常
に

満
⾜

︓
10

0点
）

、
A（

満
⾜

︓
90

点
）

、
B（

や
や

満
⾜

︓
80

点
）

、
C（

普
通

︓
70

点
）

、
D（

や
や

不
満

︓
60

点
）

、
E（

不
満

50
点

）
と

す
る

。
1.

 実
習

先
で

の
評

価
︓

以
下

の
観

点
で

評
点

付
け

を
⾏

う
。

①
実

習
へ

の
取

り
組

み
姿

勢
 

②
実

習
内

容
の

理
解

度
お

よ
び

成
果

な
ど

 
③

報
告

書
の

内
容

、
出

来
映

え
な

ど
2.

 学
級

担
任

に
よ

る
実

習
報

告
書

の
評

価
︓

以
下

の
観

点
で

評
点

付
け

を
⾏

う
。

①
実

習
の

⽬
的

、
内

容
が

理
解

で
き

て
い

る
か

。
②

簡
潔

で
正

し
い

⽇
本

語
で

記
述

さ
れ

て
い

る
か

。
③

図
表

が
適

切
で

⾒
や

す
い

か
。

④
実

習
内

容
・

成
果

の
⽔

準
な

ど
。

3.
 学

級
担

任
お

よ
び

学
系

⻑
ま

た
は

副
学

系
⻑

に
よ

る
報

告
会

の
評

価
︓

以
下

の
観

点
で

評
点

付
け

を
⾏

う
。

①
実

習
の

⽬
的

、
内

容
が

わ
か

り
や

す
く

説
明

さ
れ

て
い

る
か

。
②

図
や

表
が

適
切

で
⾒

や
す

い
か

。
③

デ
ー

タ
の

分
析

や
考

察
が

適
切

に
な

さ
れ

て
い

る
か

。
④

話
し

⽅
、

質
疑

応
答

が
わ

か
り

や
す

く
、

説
得

⼒
が

あ
る

か
。

総
合

評
価

＝
実

習
先

担
当

者
に

よ
る

評
価

︓
50

%
、

実
習

報
告

書
の

評
価

︓
25

%
、

報
告

会
で

の
評

価
︓

25
%

で
、

合
計

10
0点

満
点

で
採

点
し

、
60

点
以

上
を

合
格

と
す

る
。

総
合

評
価

＝
(実

習
先

担
当

者
に

よ
る

評
価

) 
x 

0.
50

 +
 (

実
習

報
告

書
の

評
価

) 
x 

0.
25

 +
 (

報
告

会
で

の
評

価
) 

x 
0.

25
授

業
計

画
週

授
業

内
容

・
⽅

法
週

ご
と

の
到

達
⽬

標

前
期

1週
企

業
、

公
的

研
究

所
で

の
実

習
 

 
（

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

）

 
企

業
や

研
究

所
な

ど
に

お
い

て
，

そ
の

受
け

⼊
れ

機
関

の
指

導
の

下
に

，
現

場
の

実
際

の
業

務
，

技
術

を
体

験
す

る
。

 
実

習
の

⽇
数

は
10

⽇
以

上
，

も
し

く
は

実
習

時
間

を
60

時
間

以
上

と
す

る
。

終
了

時
に

は
，

受
け

⼊
れ

機
関

の
証

明
を

記
⼊

し
た

実
習

修
了

書
（

本
校

指
定

様
式

）
を

受
領

し
，

学
校

に
提

出
す

る
。

2週

※
な

お
，

学
校

へ
提

出
す

る
「

実
習

報
告

書
」

及
び

「
報

告
会

」
に

お
い

て
，

下
記

到
達

⽬
標

の
内

容
を

記
載

す
る

こ
と

。

（
到

達
⽬

標
）

・
企

業
等

に
お

け
る

技
術

者
・

研
究

者
等

の
実

務
を

認
識

し
て

い
る

。 ・
企

業
⼈

と
し

て
の

責
任

あ
る

仕
事

を
進

め
る

た
め

の
基

本
的

な
⾏

動
を

挙
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
企

業
に

お
け

る
福

利
厚

⽣
⾯

や
社

員
の

価
値

観
な

ど
多

様
な

要
素

か
ら

⾃
⼰

の
進

路
と

し
て

の
企

業
を

判
断

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
認

識
し

て
い

る
。

・
企

業
に

は
社

会
的

責
任

が
あ

る
こ

と
を

認
識

し
て

い
る

。
・

企
業

が
国

内
外

で
他

社
(他

者
）

と
ど

の
よ

う
な

関
係

性
の

中
で

活
動

し
て

い
る

か
説

明
で

き
る

。
・

調
査

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

共
同

教
育

等
を

通
し

て
地

域
社

会
・

産
業

界
の

抱
え

る
課

題
を

説
明

で
き

る
。

・
企

業
活

動
に

は
品

質
、

コ
ス

ト
、

効
率

、
納

期
な

ど
の

視
点

が
重

要
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
い

る
。

・
社

会
⼈

も
継

続
的

に
成

⻑
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

認
識

し
て

い
る

。
・

技
術

者
と

し
て

、
幅

広
い

⼈
間

性
と

問
題

解
決

⼒
、

社
会

貢
献

な
ど

が
必

要
と

さ
れ

る
こ

と
を

認
識

し
て

い
る

。
・

技
術

者
が

知
恵

や
感

性
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
精

神
な

ど
を

駆
使

し
て

実
践

な
活

動
を

⾏
っ

っ
た

事
例

を
挙

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

⾼
専

で
学

ん
だ

専
⾨

分
野

・
⼀

般
科

⽬
の

知
識

が
、

企
業

等
で

ど
の

よ
う

に
活

⽤
・

応
⽤

さ
れ

て
い

る
か

を
認

識
で

き
る

。
3週 4週 5週 6週 7週

8週 9週 10
週

11
週

12
週

13
週

14
週

15
週

16
週

後
期

1週 2週 3週 4週 5週 6週 7週 8週 9週 10
週

11
週

12
週

13
週

14
週

15
週

16
週

評
価

割
合

レ
ポ

ー
ト

発
表

実
習

先
評

価
態

度
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

そ
の

他
合

計
総

合
評

価
割

合
25

25
50

0
0

0
10

0
基

礎
的

能
⼒

10
10

25
0

0
0

45
専

⾨
的

能
⼒

15
15

25
0

0
0

55
分

野
横

断
的

能
⼒

0
0

0
0

0
0

0
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⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）
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⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）
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⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）



                                       平成３１年 １ 月 ４ 日 

 

 

専 攻 長 

学級担任 

 

 

秋田工業高等専門学校長    

米 本 年 邦 

 

 

「県内企業を知る会」～県内の業界や企業はどうなっているんだろう～ 

開催のご案内について 
 

１．開催目的 

本校では，進路指導の一環として，「県内企業を知る会」を開催することとしました。

県内企業を対象として，本校学生と県内企業が対話を通じて，業界や仕事内容を理解し，

今後のインターンシップや就職の際の一助とすると共に早い段階から学生が職業につい

て意識する場を提供することを目的とします。 

 

２．開催概要 

１）日   時   平成３１年１月２１日(月) １４時３０分から１６時３０分 

 

２）会   場   秋田工業高等専門学校   

図書館１階 中会議室 及び 

図書館２階 第一ゼミナール室・第二ゼミナール室 

※企業ごとに机・椅子を配置し，個別ブースを設置予定。 

 

３）参加企業   別紙一覧のとおり 

 

４）そ の 他   事前申込は不要です。当日，直接会場へおいでください。 

 

 

３．主 催 等    主 催  秋田工業高等専門学校，秋田高専COC+事務局 

                協 賛  秋田工業高等専門学校産学協力会 

 

 

 

 

担 当： 秋田工業高等専門学校 企画室企画係 

〒011-8511 秋田市飯島文京町１番１号  

Tel：018-847-6107,6106 Fax：018-857-3191 

E-mail：kikaku-dv@akita-nct.ac.jp  

各位 

7777

⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）



ふるさと秋田の魅力形成モデルづくり（秋田大学）
第３の柱

分野３資料【平成 30年度・令和元年度】

⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催

⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成

⑪首都圏大学等に対するスポーツサークル等の合宿誘致活動および教育
実習誘致活動の実施
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成



第６５回　秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会 行動日程

１１月２６日（月）

自宅 こまち１４号 東京駅 中央線 日野市市民の森体育館 京王バス等 宿泊所

　→ 　→ 　→

出発9:30 角館10:00発 到着13:04 出発13:30 到着14:00 出発16:00 到着17:00

１１月２７日（火） 　

宿泊所 京王バス等 日野市市民の森体育館 京王バス等 宿泊所

　→ 　→

出発9:00 到着9:30 出発17:00 到着17:30

１１月２８日（水）

宿泊所 京王バス等 日野市市民の森体育館 中央線 等 東京駅 こまち２７号 自宅

　→ 　→ →

出発9:00 到着9:30 出発14:00 到着15:00 出発15:20 角館18:20着 到着18:40

宿泊所 立川アーバンホテル

東京都立川市錦町１－２－１６

TEL 042-540-1200

全日本大学女子バレーボール選手権大会会場に訪れ、試合の視察および秋田県への合

宿練習誘致などの業務を行った。 

 

 上記の３日間の出張業務において、金城大学・東北公益文科大学・新潟医療福祉大学

（新潟県）・筑波大学（茨城県）・江戸川大学（千葉県）の５大学と合宿誘練習致の交

渉機会を得た。 

 

〔面会者〕 

金城大学（石川県）    －  角越 睦 監督  坂口 憲政 コーチ 

東北公益文科大学（山形県）－  川越 立裕 監督 

新潟医療福祉大学（新潟県）－  森 光雄 部長 

筑波大学（茨城県）    －  中西 康己 監督 

江戸川大学（千葉県）   －  伊藤 博義 監督  丸山 哲平 コーチ 

 

金城大学と東北公益文科大学の２校は今年度来県の実績があるが、他の大学等におい

ても加えられるように伝えたところである。実際には、本県に隣接していることや将来

性に優れた学生獲得の可能性が高いなどの条件が、大きな来県理由となることを話して

いる。関東の大学は消極的な状況であった。今後も、実現に向け対応していきたい。 

9797

⑪首都圏大学等に対するスポーツサークル等の合宿誘致活動および教育実習誘致活動の実施



全日本大学女子バレーボール選手権大会会場に訪れ、試合の視察および秋田県への合

宿練習誘致などの業務を行った。 

 

 上記の出張業務において、金城大学（石川県）・東北公益文科大学（山形県）・筑波

大学（茨城県）・順天堂大学（千葉県）・江戸川大学（千葉県）の５大学と合宿誘練習

致の説明機会を得た。 

 

〔面会者〕 

金城大学（石川県）    －  角越 睦 監督  坂口 憲政 コーチ 

東北公益文科大学（山形県）－  川越 立裕 監督 

筑波大学（茨城県）    －  中西 康己 監督 

順天堂大学（千葉県）   －  濱野 光之 監督 

江戸川大学（千葉県）   －  伊藤 博義 監督 

 

全日本大学バレーボール連盟 評議員  並木 清三 氏 

全日本大学バレーボール連盟 理 事  嶋貫  勝 氏 

学校法人 二階堂学園    理 事  永島 惇正 氏 

 

東北公益文科大学のみが今年度来県の実績があるが、他の大学等においても加えられ

るように伝えたところである。加えて、全日本大学バレーボール連盟役員とも面会の場

面があり、説明をすることができた。実際には、機会があれば行いたいが本県に隣接し

ていることや将来性に優れた学生獲得の可能性が高いなどの条件が、大きな来県理由と

なることを話している。また、旅費や宿泊費の補助を期待しているため、特に遠隔の大

学は消極的な状況であった。今後も実現には難しい材料もあるが対応していきたい。 

 

 

 

 

1 
 

 
第７２回 秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会 
第６６回 秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会 

ミキプルーンスーパーカレッジバレー２０１９ 
東京大会開催要項 

 
主  催 公益財団法人日本バレーボール協会  

                    一般財団法人全 日 本 大 学 バ レ ー ボ ー ル 連 盟 
                    朝 日 新 聞 社 
                    日 刊 ス ポ ー ツ 新 聞 社 
                    株式会社ジェイ・スポーツ 

特別協賛 三 基 商 事 株 式 会 社 
後  援 ス ポ ー ツ 庁（予定） 

        東 京 都（予定） 
         公 益 財 団 法 人 東 京 都 体 育 協 会（予定） 
        公益財団法人東京都バレーボール協会（予定） 

 
主  管 大 会 実 行 委 員 会 

 
Ⅰ、大会日程 

 
１、大会期間     ２０１９年１１月２５日（月）～１２月１日（日） 

 
２、会  場   
開場時間     １１月２５日（月） 大田区総合体育館（開会式） 

        
① 開会式:１５:００～ 

           ②開会式には各チーム 5名以上参加してください。 
 
3、レフリークリニック 
  代表者会議    ①レフリークリニック １６:００～ 

② 代表者会議     １６:３０～ 
           ③緊急時対応マニュアルについて １７:３０～ 
            ※代表者会議では、大会に関する説明を行うので各チーム 1名必ず出席して下さい。  
           ④前売りパンフレット、記念品の受渡しを代表者会議終了後に行います。  
 
4、大会会場 

１１月２６日（火）大田区総合体育館、墨田区総合体育館、港区スポーツセンター、 
葛飾区水元総合スポーツセンター、中央区立総合スポーツセンター 

              ２７日（水）大田区総合体育館、墨田区総合体育館、港区スポーツセンター、 
葛飾区水元総合スポーツセンター、中央区立総合スポーツセンター、 

              ２８日（木）大田区総合体育館【女子メイン会場】                                       
墨田区総合体育館【男子メイン会場】 

２９日（金）大田区総合体育館【女子メイン会場】              
  墨田区総合体育館【男子メイン会場】 

３０日 (土) 大田区総合体育館【男女メイン会場】 
１２月 １日（日）大田区総合体育館【男女 3位決定戦・決勝戦会場】          
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5、閉会式     日 時 :  １２月１日 
           場  所  :  大田区総合体育館  
 
 6、表 彰   優勝・準優勝・３位表彰は決勝戦終了後おこなう。 
         優勝チーム 男子・秩父宮賜杯、女子・秩父宮妃賜杯、 

ミキプルーンスーパーカレッジカップ、賞状、ミキプルーン、 
ミズノ記念Ｔシャツ 

               (公財)日本バレーボール協会杯 
(一財)全日本大学バレーボール連盟杯、芳名録、ウイニングボール、 

               (公財)日本バレーボール協会杯個人盾 
(一財)全日本大学バレーボール連盟メダル 

準優勝チーム (一財)全日本大学バレーボール連盟賞状、準優勝盾、記念ボール、個人メダル、 
       ミキプルーン       

        第３位チーム (一財)全日本大学バレーボール連盟賞状、記念ボール、個人メダル 
               ミキプルーン       
        個 人 賞  (公財)日本バレーボール協会 優勝監督賞、 
               朝日新聞社・日刊スポーツ新聞社 最優秀選手賞、敢闘選手賞、 

ベストスコアラー賞、スパイク賞、ブロック賞、サーブ賞、セッター賞、 
レシーブ賞、リベロ賞、 

               ジェイ・スポーツ ＭＩＰ賞 
 
Ⅱ、大会参加資格 
 
 1、チーム参加資格 
          スーパーカレッジバレー２０１９に参加できるのは、地区学連の割り当てられた数４８チ

ームと、東日本インカレ・西日本インカレでベスト８を獲得した学連の割り当て数１６チ

ーム合わせて６４チームとする。なお下記の条件を満たしていること。 
 

(1) ２０１９年度公益財団法人日本バレーボール協会登録規定により大学として登録され
その在学生で構成されたチームであること。 

           (2) ２０１９年度全日本大学バレーボール連盟加盟校であること。 
           (3)  ＪＶＡ個人登録（ＭＲＳ）の登録者であること。 

 (4) 地区学連に割り割り当てられた枠数プラス、東西インカレベスト８に入った 
地区学連に割り当てられた合計数６４ 

(5) 各学連の参加枠は以下の通りである。 
      
        

              男子（計６４チーム）     女子（計６４チーム）  
                      学連割り当て数       学連割り当て数  

北海道学連   ４チーム          ４チーム  
               東北学連    ５チーム          ４チーム 
               北信越学連   ２チーム          ３チーム 
               関東学連   ２１チーム         １８チーム 

東海学連    ８チーム          ５チーム 
     関西学連   １２チーム         １５チーム  

               中国学連    ５チーム          ５チーム 
               四国学連    ２チーム          ２チーム 
               九州学連    ５チーム          ８チーム  
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全日本大学女子バレーボール選手権大会会場に訪れ、試合の視察および秋田県への合

宿練習誘致などの業務を行った。 

 

 上記の出張業務において、金城大学（石川県）・東北公益文科大学（山形県）・筑波

大学（茨城県）・順天堂大学（千葉県）・江戸川大学（千葉県）の５大学と合宿誘練習

致の説明機会を得た。 

 

〔面会者〕 

金城大学（石川県）    －  角越 睦 監督  坂口 憲政 コーチ 

東北公益文科大学（山形県）－  川越 立裕 監督 

筑波大学（茨城県）    －  中西 康己 監督 

順天堂大学（千葉県）   －  濱野 光之 監督 

江戸川大学（千葉県）   －  伊藤 博義 監督 

 

全日本大学バレーボール連盟 評議員  並木 清三 氏 

全日本大学バレーボール連盟 理 事  嶋貫  勝 氏 

学校法人 二階堂学園    理 事  永島 惇正 氏 

 

東北公益文科大学のみが今年度来県の実績があるが、他の大学等においても加えられ

るように伝えたところである。加えて、全日本大学バレーボール連盟役員とも面会の場

面があり、説明をすることができた。実際には、機会があれば行いたいが本県に隣接し

ていることや将来性に優れた学生獲得の可能性が高いなどの条件が、大きな来県理由と

なることを話している。また、旅費や宿泊費の補助を期待しているため、特に遠隔の大

学は消極的な状況であった。今後も実現には難しい材料もあるが対応していきたい。 
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事業運営・情報発信等

分野４資料【平成 30年度・令和元年度】

⑫　「秋田創生ＣＯＣ＋協議会」の開催

⑬　ＣＯＣ＋外部評価委員会の開催

⑭　情報発信
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平成 年度 事業
秋田創生 事業外部評価委員会を開催しました。

１０月５日（金）秋田大学百周年記念館 階会議室において、秋田創生 事業外部評
価委員会を開催しました。
出席した外部評価委員は次の 名です。
○弘前大学 副理事人文社会学部教授 曽我 亨 氏
○秋田市 産業振興部長 本間 斗 氏
○一般財団法人秋田経済研究所 専務理事所長 相原 学 氏
○秋田県社会福祉協議会 事務局長 佐藤 寿美 氏
秋田大学志立正知理事による挨拶のあと、弘前大学副理事曽我氏を外部評価委員会委員長に選
出し、議事が進行されました。
秋田大学、秋田県立大学、秋田工業高等専門学校のＣＯＣ＋関係者から平成 年度ＣＯＣ
＋事業実績について概要説明をした後、外部評価委員と各校ＣＯＣ＋関係者との質疑応答を経て、
外部評価結果の取りまとめに至りました。
会の最後に、曽我委員長より「本事業は概ね計画通りの実績を上げていると評価できる。本事業の事
業期間は残すところ１年半となり、成果をあげる段階にはいっている。これまでの事業を検証し改善する
ことで、最終目的である地域創生を実現できるよう、取り組みを進めていただきたい。また、事業期間終
了後にも、必要な事業を継続するための方策を検討していただきたい。」との講評で締めくくられました。

志立理事の挨拶 名の外部評価委員

質疑応答の様子 曽我委員長の講評
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令和元年度 秋田大学 事業
秋田創生 事業（平成 年度実績）外部評価
委員会を開催しました。

月 日（木）、秋田大学百周年記念館 階会議室において、秋田創生 事業（平
成 年度実績）に関する外部評価委員会を開催しました。
この日は、秋田大学の志立正知理事の挨拶のあと、弘前大学の曽我教授が外部評価委員長に選
出され、その後委員長により議事が進行されました。
はじめに、事務局から、外部評価実施要領に基づいて、実施方法及びスケジュールの説明があった
後、次に事業概要・自己評価結果に関する説明が事務局よりなされ、質疑応答が行われました。
全ての質疑応答を終えた後、外部評価委員により慎重に協議が行われ、外部評価結果がとりまとめら
れました。その後、委員長から外部評価結果が発表され、全体として計画を上回る実績であるとの評価
が示されました。
続いて、各委員からは「事業期間終了後もこうした事業を継続できる仕組み作りをして欲しい」、「今後
も地域の課題解決に積極的な行動ができる学生の育成に取り組んでいただきたい」といった講評があり、
最後に志立理事が「いただいたご意見を真摯に受け止め、実現できるよう動きたい」と挨拶し、閉会となり
ました。

委員会の様子 挨拶する志立理事

質疑応答の様子 曽我委員長の講評
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平成27年度採択
文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」

超高齢・人口減少社会における
若者の地元定着の促進と若者の育成

超高齢・人口減少社会における
若者の地元定着の促進と若者の育成

秋田大学　秋田県立大学　秋田工業高等専門学校
秋田創生ＣＯＣ＋協議会

　地域再生・活性化の拠点となる大学の形成に取り組んできた「地（知）の拠点整備事業
（ＣＯＣ〈Ｃｅｎｔｅｒ ｏｆ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ〉事業）」を発展させ、大学が、地方公共団体や企業等と
協働して、学生にとって魅力ある就職先を創出・開拓するとともに、その地域が求める人
材を養成するために必要なカリキュラム改革を断行する大学の取組を支援することで、地方
創生の中心となる「ひと」の地方への集積を目的とする事業です。

「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」とは

2

ＣＯＣ＋事業の概要

数　値　目　標

秋田創生 COC ＋協議会

事業名：超高齢・人口減少社会における若者の地元定着の促進と若者の育成

■ 第１の柱：６大学連携「秋田おらほ学」の展開
　　　　　　→　地域アイデンティティを持つ学生の育成

■ 第２の柱：大学と地元企業群による若者の県内就職・定着支援
　　　　　　→　学生と地元企業のマッチングの拡充

■ 第３の柱：ふるさと秋田の魅力形成モデルづくり
　　　　　　→　交流人口の拡大と助け合い社会の構築

＜構成団体＞

■ ＣＯＣ＋責任大学 ： 秋田大学
■ ＣＯＣ＋参 加 校 ： 秋田県立大学、秋田工業高等専門学校
■ ＣＯＣ＋協 力 校 ： 国際教養大学、秋田公立美術大学、
  日本赤十字秋田看護大学
■ 参 加 自 治 体 ： 秋田県
■ 参 加 企 業 等 ： 秋田商工会議所、秋田県商工会連合会、秋田県中小企業団体中央会、
  秋田県ふるさと定住機構、秋田銀行、北都銀行、秋田高専産学協力会

少子高齢化、人口減少が続く秋田県にあって、秋田大学、秋田県立大学、秋田工業高等専門学校
の３校が、文部科学省の支援を受け、秋田県や県内経済団体等と連携して「３本の柱の取組」を推進
することにより、学生の県内就職率を５年間で10％アップすることを目指しています。

事業協働地域（秋田県）が一体となってＣＯＣ＋事業を推進するため、平成 28 年６月に「秋
田創生ＣＯＣ＋協議会」を設立しました。ＣＯＣ＋全体の事業計画等について協議するとともに、
各組織が連携しながら若者の地元定着の取組を推進しています。また、下部組織として、第１の
柱「秋田おらほ学」を展開するため、「教育プログラム開発委員会」と「６大学『秋田おらほ学』
検討委員会」を設置しています。

ＣＯＣ＋事業の主な数値目標は、３大学の学生の県内就職率を５年間で 10％アップすることです。
高いハードルですが、一人でも多くの学生が秋田県内に就職できるよう取組を進めています。

平成27年３月卒（基準） 平成32年３月卒（目標）

３大学合計の県内就職率 ３０．０％ ３９．９％

秋 田 大 学 ３７. ９％ ４８.０％

秋 田 県 立 大 学 １９. ３％ ２９. ４％

秋 田 高 専 ９. ５％ ２０.０％

3

取　組　概　要

地域アイデンティティを持った学生を育成するため、第１段階として、３大学独自の認証制度
により地域志向教育の充実を図り、その後、６大学連携「秋田おらほ学」認証制度を構築し、「大
学コンソーシアム秋田」の単位互換制度等を活用して、他大学への拡大を目指します。

教育文化学部地域文化学科の教育プログラム（秋田学基礎、地域学基礎、地域連携プロジェクトゼ

ミ等）をベースに、地域志向科目の拡充を図り、地域課題解決に主体的に行動できる人材を育成します。

認証要件（1）：地域志向科目を 10 単位以上修得

認証要件（2）：単位は教養基礎教育科目等から修得

Ｈ 29：ＣＯＣキャリア認証プログラムのスタート

　　　  （第 1 期 95 名が修了）

Ｈ 30：「秋田の環境と資源」（理工学部必修）の開講

Ｈ 31：「秋田のくらし」、「秋田の産業」、

　　　  「秋田の産業史と経済の成り立ち」、

　　　  「秋田の地域資源と観光」などの開講

　 　 　（全学共通教養基礎教育科目）

地域と大学が協働し、秋田の地域課題などを自分のもの

として捉え、考え、解決に乗り出せる人材を育成します。

Ｈ29：「あきた地域学」の開講

　　　 （標準コース、全学１年生必修・２単位）

Ｈ 30：「あきた地域学アドバンスト」の開講

　　　 （上級コース、2 年生以上選択・2 単位）

秋田大学：「ＣＯＣキャリア認証プログラム」（あきた創生推進士の称号）

秋田県立大学：「あきた地域学課程」（地域創生推進士の称号）

秋田高専：「地域教育プログラム」（地域教育プログラム修了証）

地域の産業や環境の課題を発見、解決するための知識と実践力を教員と地域の実務家教員の共
同教育により育成します。

認証要件：「地域産業Ⅰ」、「地域産業Ⅱ」、「地域史」、
　　　　    「地域計画」（以上２単位相当）、「地域密着型

校外実習」の修得、「ＣＯＣ＋講演会」の履修
Ｈ 28：「ＣＯＣ＋講演会」、「地域産業Ⅰ」の開講
Ｈ 29：「地域産業Ⅱ」、「地域計画」の開講
Ｈ 30：「地域史」の開講

　  第１の柱：６大学連携「秋田おらほ学」の展開

あきた創生推進士の称号授与式

「あきた地域学」実習発表会

COC+講演会

4

地域志向科目の学修を通じて、秋田の魅力や現状を理解し、地域課題解決の意欲を有すると認
められる学生を「秋田創生ＣＯＣ＋協議会」が認証する制度。秋田を愛し、秋田のために頑張ろ
うという学生が、県内企業や自治体への就職を目指します。

認証要件（１）：各大学が定める一定数の地域志向科目の修了（３科目６単位以上）
認証要件（２）：県内事業所におけるインターンシップ
認証要件（３）：地域課題解決に向けた取組、意欲に関する小論文の審査
Ｈ 31：第１期の認証を予定（４月、10 月）

学生の県内就職率アップを図るため、県内６大学と秋田県、
経済３団体や金融機関などの事業協働機関の就職担当者が一
堂に会し、各団体の取組に関する情報共有や、今後の対策強
化についての意見交換を行うことを目的に毎年２回開催し、
連携による効果的な事業実施を促進しています。

秋田大学、秋田県立大学と秋田県、あきた企業活性化セン
ターが協力し、両大学を会場に県内企業の事業内容や製品の
紹介、企業の魅力のＰＲを行っています。両大学とも約 250
名の学生が来場し、「県内企業の技術力や研究について知るこ
とができ、働くことへの意欲が高まった。」といった感想が寄
せられています。

平成 30 年９月に県内３会場において、秋田大学、秋田県
立大学、秋田高専の就職担当者と県内企業の採用担当者が一
堂に会し、就活スケジュールや学生に企業の魅力を伝える研
修や事例発表、個別相談会を開催しました。3 会場で合計 79
社の参加があり、「学生の採用について背中を押された。」と
いった感想が寄せられています。

秋田県立大学では、主に 1・2 年生を中心に職場観察型 1 日インターンシップ「ジョブシャド
ウイング」を実施しています。この事業は学生に、早い段階で県内企業に関心を持ってもらうこ
とを目的としており、企業との協働により効率的なプログラムを策定し、平成 29 年度は 20 社に
おいて 107 名の参加がありました。

県内大学と地元経済団体や企業が連携し、インターンシップなど学生と県内企業のマッチング
の機会を拡充することにより、県内就職率の拡大を目指します。

６大学連携「秋田おらほ学認証」制度の構築

「ジョブシャドウイング」の実施

「秋田就職サポート会議」の開催（年２回）

「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催

「大学と県内企業による情報交換会」の開催

　  第２の柱：大学と地元企業群による県内就職・定着支援
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5

参加者からは「業界の現状について話を聞くことが出来て有意義であった。」「将来の仕事につ
いて、具体的なイメージを持つことができた。」「社員の方々が強い責任感を持って仕事に臨んで
おり、大いに刺激を受けた。」といった感想が寄せられています。

平成 30 年度からは同プログラムをオープン化し、秋田大学の学生も参加しています。

秋田高専では、「地域密着型校外実習」として県内企業での

インターンシップを単位認定しており、平成 29 年度は 39 名

の学生が参加しています。また、秋田高専産学協力会と連携

し、県内企業を対象とした「ＣＯＣ＋研修会」を開催し、イ

ンターンシップをテーマに、企業の人事担当者と高専ＯＢの

ペアによる講演などを行っています。

・秋田県就活情報サイト「KocchAke ！」による企業・採用情報の発信

・「秋田ＧＯ！ＥＮアプリ」による就職支援情報の発信と優待サービスの提供

・学生と保護者に向けた県内就職情報誌の発行

・女子学生と「あきた女子活応援サポーター」との交流会の開催

・業界研究会や合同就職説明会（面接会）の開催

・県内就職者に対する奨学金返還の一部助成（３年間で最大６０万円）

  上記支援策の詳しい情報はこちらからご覧ください。

「地域密着型校外実習」と「ＣＯＣ＋研修会」の実施

秋田県の県内就職支援策

①代表者からの講話　②社員からの業務内容紹介　③若手社員とのランチミーティング

④職場見学　　　　　⑤社員との意見交換　　　　⑥まとめのレポート作成

ジョブシャドウイングのプログラム

6

秋田大学では県内市町村と連携し、スポーツ合宿誘致等による「交流人口の拡大モデルづくり」
と、聞き書きボランティアの養成やコグニサイズ運動の展開による「高齢社会でも住みよい・安
心感のある地域社会構築のモデルづくり」を展開しています。

Ｈ 28：拓殖大学フェンシング部の合宿誘致（男鹿市 11 名）
Ｈ 29：専修大学・東京農業大学フェンシング部の合宿誘致（男鹿市 42 名）
Ｈ 30：筑波大学等へのバレーボール合宿誘致活動の実施

Ｈ 29：共栄大学の教育実習生の誘致（東成瀬村１名）
Ｈ 30：同上（東成瀬村２名、大館市５名）

「聞き書きボランティア」とは、高齢者から体験談を聞き、
その人の一人語りの文体で一冊の本を作成し贈呈する活動であ
り、高校生などを対象に養成講座や実践活動を実施しています。

Ｈ 29：横手市（高校生 30 名）、秋田市（大学生等５名）
Ｈ 30：潟上市（秋田西高 12 名、金足農業 13 名）

「コグニサイズ」とは、しりとりや計算など頭を使う作業と有酸素運動を同時に行うことにより、
認知機能の維持向上を目指すプログラムであり、秋田大学医学系研究科の教員で組織する「チー
ムコグニサイズ」のメンバーが地域住民への普及活動を展開しています。

Ｈ 28：東成瀬村（９名）
Ｈ 29：男鹿市「セルフケア講座」（19 名 18 回）
Ｈ 30：潟上市（17 名 21 回）・中間事業報告会の開催（自治体職員等 70 名の参加）

　  第３の柱：ふるさと秋田魅力形成モデルづくり

首都圏大学スポーツ合宿誘致

首都圏大学からの教育実習誘致

聞き書きボランティア養成講座の開催

認知症予防運動「コグニサイズ」の展開
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ＣＯＣ＋事業の自主的な改善を促し、事業の質の向上、運営
の効率化と透明性を確保するため、平成 30 年 10 月に外部評
価委員会（委員長：曽我亨弘前大学教授）を開催しました。

平成 29 年度事業実績については「概ね計画どおりの実績で
ある。」との評価であり、「地域の産業を学ぶ科目の開発」「地
域志向科目の教育効果を測定し、授業改善を図ること」「専門
家を活用したインターンシップの更なる充実」などの提言をい
ただきました。

こうした提言を踏まえ、今後、ＣＯＣ＋事業をさらに充実、
発展させてまいります。

平成 30 年 3 月、秋田大学 60 周年記念ホールにおいて「地（知）の拠点大学による地方創生
推進事業（ＣＯＣ＋）」フォーラムを、秋田大学、秋田県立大学、秋田高専の共催により開催しま
した。佐竹秋田県知事の特別講演に続き、各大学の地域を志向した教育プログラム改革やインター
ンシップの促進など、学生の県内就職率アップのための３年間の取組状況とその成果についての
発表や、今後の事業展開に関する意見交換が行われました。

大学関係者や県内事業所、自治体関係者を中心に約 200 名の参加があり、ＣＯＣ＋事業の周知
を図るとともに、先進事例としての福井大学の事例発表や文部科学省からの助言により、事業協
働機関の連携を更に強化し、取組をより充実させていく契機とすることができました。

県内事業所の皆様にＣＯＣ＋事業の周知を図るため、平成 30 年 12 月に「秋田創生ＣＯＣ＋通
信」を発行しました。「大学と県内企業による情報交換会」や「秋田ものづくりオープンカレッジ」
など、大学と県内企業の連携した取組や、各大学の地域を志向した教育プログラムの実施状況な
ど、今後も情報発信を行ってまいります。

秋田大学、秋田県立大学、秋田高専では、大学のホームページにＣＯＣ＋事業に関するコーナー

を設け、それぞれの事業内容等について情報発信しています。

秋田大学　ＣＯＣ＋ 秋田県立大学　ＣＯＣ＋ 秋田高専　ＣＯＣ＋ で検索してください。

ＣＯＣ＋フォーラムの開催

ホームページによる情報発信

秋田創生ＣＯＣ＋通信の発行

　  事業成果の情報発信

　  外部評価の実施

ＣＯＣ＋の連携図

〇第１の柱
　６大学連携「秋田おらほ学」の展開

〇第２の柱
　大学と地元企業群による
　若者の県内就職・定着支援
〇第３の柱
　ふるさと秋田魅力形成モデルづくり

秋田大学
（ＣＯＣ＋責任大学）

〇第１の

秋田県立大学
（ＣＯＣ＋参加校）

秋田県ふるさと定住機構
（参加企業等）

秋田銀行・北都銀行
秋田高専産学協力会

（参加企業等）

国際教養大学
秋田公立美術大学

日本赤十字秋田看護大学
（ＣＯＣ＋協力校））

秋田商工会議所
秋田県商工会連合会

秋田県中小企業団体中央会
（参加企業等）

秋田工業高等専門学校
（ＣＯＣ＋参加校）

（事務局情報）

秋田大学　地（知）の拠点推進本部　COC＋事務局
　住所　〒010‐8502　秋田市手形学園町 1‐1
　電話　018‐889‐3246　FAX　018‐889‐3168  E-mail　coc-plus@jimu.akita-u.ac.jp

秋田県立大学　地域連携・研究推進センター
　住所　〒010‐0195　秋田市下新城中野字街道端西 241‐438 
　電話　018‐872‐1557　FAX　018‐872‐1673　E-mail：stic@akita-pu.ac.jp

秋田工業高等専門学校　ＣＯＣ＋事務局　
　住所　〒011‐8511　秋田市飯島文京町 1 番 1 号
　電話　018‐847‐6108　FAX　018‐857‐3191　E-mail　coop-edu@akita-nct.ac.jp

秋　田　県
（参加自治体）
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　８月８日（水）秋田商工会議所ホール８０において、平成３０年度第１回秋田就職サポート会議

を開催しました。この会議は学生の県内就職率アップを図るため、ＣＯＣ＋参加大学や秋田県、秋

田商工会議所などの事業協働機関の就職担当者が一堂に会し、各団体の取組に関する情報共有

や、今後の対策強化についての意見交換を行うことを目的に毎年２回開催しております。

　会議では大学や事業協働機関等の各団体から学生の県内就職の状況・動向、事業の取組、採用

活動の取組等について発表があり、「大学と企業による情報交換会」＊や「秋田ものづくりオープン

カレッジ」＊など、大学と企業等の連携した取組を強化していくことしました。  （＊3P 参照願います）

秋田
創生 通信

2018.12月

秋田就職サポート会議を開催しました

1

ジョブシャドウイングを実施しました
　秋田県立大学が 12 社においてジョブシャ
ドウイングを実施しました。
　うち５社 (＊印 ) は秋田大学との連携によ
る実施です。

①代表者からの講話
②社員からの業務内容紹介
③若手社員とのランチミーティング
④職場見学
⑤社員との意見交換
⑥まとめのレポート作成

ジョブシャドウイングとは、
学生が事業所で働く人に「影」のように寄り添い、
その仕事内容や職場での様子を 1 日だけ観察する
インターンシップの一形態です。

ジョブシャドウイングのプログラム

▼参加した学生の感想

参加した学生にとって、将来の職業選択肢の一つとして県内企業を考える機会になったようです。

2

このジョブシャドウイングは、来年の春休みにも実施しますので、
企業の皆様のご協力をお願い致します。

「大学と県内企業による情報交換会」を開催しました

第3回秋田ものづくりオープンカレッジを開催しました

　秋田大学・秋田県立大学・秋田高専の３校の就職推進担当と県内企業の採用担当が一堂に会し、
「大学と県内企業による情報交換会」を開催しました。

【プログラム】　
第１部●セミナー「採用活動を進めるためには」（学生の就職状況や就活スケジュールの実情等について）
第２部●セミナー「企業の魅力を伝えるためには」（発表企業：秋田ダイハツ㈱様／㈲熊谷機械設計様）
第３部●個別相談会

９月５日（水）県北会場　北秋田市民ふれあいプラザコムコム 10 社参加
９月６日（木）中央会場　秋田大学手形キャンパス総合研究棟 55 社参加
９月７日（金）県南会場　横手市交流センターわいわいプラザ 14 社参加

日程・会場・
参加企業数

　参加者からは、 「学生採用について背中を押されたように感じた。」などの前向きな意見が多く
寄せられており、県外企業による旺盛な採用攻勢の中にあって、今後の県内企業によるより積極
的な学生へのアプローチが期待されます。

県北会場 中央会場 県南会場

　秋田大学と秋田県立大学及び秋田県の主催、あきた企業活性化センターの共催により、「第 3 回
秋田ものづくりオープンカレッジ 」を開催しました。本イベントは，COC+ 事業の一環として、学
生にオンリーワンの技術をもった元気な県内企業を知ってもらうことを目的に、10 月 17 日 ( 水 )
に秋田県立大学、10 月 23 日 ( 火 ) に秋田大学の両キャンパスにおいて、県内の自動車、航空機、医療
福祉機器、情報通信の 4 分野に携わる 38 社がブースを出展し、事業内容や製品の紹介、企業の魅力
のＰＲを行いました。

　秋田大学と秋田県立大学の両会場とも約 250 名の学生
が来場し、実際の製品に触れながら企業担当者の説明に
熱心に聞き入りました。参加した学生からは、「県内企業
の技術力や研究について知ることができ、また、働くこ
とへの意識が高まった」などの感想が寄せられており、
来年度も引き続き開催したいと考えております。

　第 2 部として、「世界にはばたくものづくり講演会」も開催さ
れ、医工連携の最先端で活躍する株式会社セントラルユニ ( 東
京都 ) 様とエヌピーエス株式会社 ( 大館市 ) 代表取締役社長の池
田秀雄氏による講演が行われ、両会場合わせて約 170 名の参加
がありました。

3

【COC＋大学】 秋田大学

【COC＋参加大学】 秋田県立大学・秋田工業高等専門学校

【COC＋協力大学】 国際教養大学・秋田公立美術大学・日本赤十字秋田看護大学

【事業協働機関】 秋田県・秋田商工会議所・秋田県商工会連合会

 秋田県中小企業団体中央会・秋田県ふるさと定住機構

 秋田銀行・北都銀行・秋田高専産学協力会

第21回秋田高専COC+講演会を開催しました

　11 月９日（金）秋田高専大

講 義 室 に お い て、第 21 回

COC+ 講演会を開催しまし

た。

　秋田高専 COC+ 講演会は

県内企業経営者や技術者、秋

田県庁などの産業振興や雇

用促進を担当する行政官等

の講演を通じて、本校学生が

地域を理解し、地域の課題を

発見・解決しようとする気

付きを与え、地域に定着する若者人口を増大させることを目的としたものです。

　今年度４回目となる本講演会では株式会社アクトラスの代表取締役真田慎氏を講師に迎え、２

年生 167 名を対象として「未来の技術者のための心構え」という演題で講演が行われました。様々

な事例をもとに技術の進歩についてや製品開発の現状について紹介していただき、初めての

COC+ 講演会となった２年生にとって、技術や企業を知る上で大変有意義なものとなりました。

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）
【平成27年度～平成31年度】

4
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文部科学省採択
地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）

6大学連携

がスタートしました。

  

秋
田
の
大
学
で

  

秋
田
を
学
ん
だ
学
生
が

「
秋
田
を
元
気
に
し
た
い
」

「
秋
田
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
」

と
の
意
欲
を
胸
に

秋
田
の
企
業
や

自
治
体
へ
の
就
職
を

目
指
し
ま
す
。

秋田大学　秋田県立大学　秋田工業高等専門学校
国際教養大学　秋田公立美術大学　日本赤十字秋田看護大学

秋田県　秋田商工会議所　秋田県商工会連合会　秋田県中小企業団体中央会
秋田県ふるさと定住機構　秋田銀行　北都銀行　秋田高専産学協力会

秋田創生COC＋協議会

秋田大学　地（知）の拠点推進本部　COC＋事務局
　　　〒010-8502　秋田市手形学園町1-1
　　　018-889-3246　　　　018-889-3168　　　　coc-plus@jimu.akita-u.ac.jp

秋田県立大学　地域連携・研究推進センター
　　　〒010-0195　秋田市下新城中野字街道端西241-438 
　　　018-872-1557　　　　018-872-1673　　　　stic@akita-pu.ac.jp 

秋田工業高等専門学校　COC＋事務局　
　　　〒011-8511　秋田市飯島文京町1-1
　　　018-847-6108　　　　018-857-3191　　　　coop-edu@akita-nct.ac.jp

国際教養大学　教務課履修チーム
　　　〒010-1211　秋田市雄和椿川字奥椿岱193-2
　　　018-886-5870　　　　018-886-5910　　　　studentrecords@aiu.ac.jp

秋田公立美術大学　事務局学生課
　　　〒010-1632　秋田市新屋大川町12-3
　　　018-888-8105　　　　018-888-8101　　　　kyomu@akibi.ac.jp

日本赤十字秋田看護大学　総務課
　　　〒010-1406　秋田市上北手猿田字苗代沢17-3
　　　018-829-3045　　　　018-829-3030　　　　kikaku@rcakita.ac.jp

住　所

電　話 FAX E-mail

住　所

電　話 FAX E-mail

住　所

電　話 FAX E-mail

E-mail

住　所

電　話 FAX

住　所

電　話 FAX E-mail

住　所

電　話 FAX E-mail

「秋田おらほ学認証書」は秋田の魅力や現状を理解し、 地域課題解決のために行動する意欲を持った学生の証です。

「秋田おらほ学認証」制度とは？

◆ＣＯＣ＋事業３本の柱の取組で、学生の地元就職率10％アップ！

　秋田県内６大学（秋田大学、秋田県立大学、秋田工業高等専門学校、国際教養大学、秋田公立美術大学、

日本赤十字秋田看護大学）では、人口減少が進む秋田県を活性化させるため、秋田県や県内経済団体等

と連携し、地元秋田に就職する学生を増やす取組（ＣＯＣ＋事業）を推進しています。

　第１の柱：6大学連携「秋田おらほ学」の展開（地域アイデンティティを持つ学生の育成）
　第２の柱：大学と地元企業群による若者の県内就職・定着支援
　　　　　 （学生と県内企業とのマッチングを促進）
　第３の柱：交流人口の拡大と助け合い社会の構築

◆秋田のために行動する学生に「秋田おらほ学認証書」を
　交付します。

　「秋田おらほ学認証」制度は、第１の柱の取組の一環であり、

「秋田創生ＣＯＣ＋協議会」が、地域志向科目の学修等を通して、秋

田の魅力や現状、課題について理解し、課題解決に必要な知識や技

能を修得するとともに、地域課題解決のために主体的に行動する

意欲を有すると認められる学生に対して、「秋田おらほ学認証書」

を交付します。

◆「秋田を元気にしたい」という学生の意欲を
　受け止めてください。

　「秋田おらほ学認証」を受けた学生が、『秋田を元気にしたい』、『秋田のために頑張ろう』という意欲を

胸に、県内企業や自治体への就職を目指します。

　エントリーシートの記述や面接の機会を通じて、秋田の大学で、秋田を学んだ成果を直接確かめ、積

極的な採用を検討してください。　

◆ＣＯＣ＋事業３本の柱の取組で、学生の地元就職率10％アップ！

（１） 地域志向科目を３科目６単位以上修得すること。

（２） 県内でのインターンシップ等の実績があること。

　各大学が定める「地域志向科目」を3科目6単位以上修得するとともに、県内事業所におけるインター

ンシップや、企業や地域と連携した「課題解決型の授業」の実績が必要です。この２つの要件をいずれも

クリアした学生について、各大学の推薦に基づき小論文の審査を行い、認証者を決定します。

（１） 地域志向科目を３科目６単位以上修得すること。

（２） 県内でのインタ ンシップ等の実績があること。

◆「秋田を元気にしたい」という学生の意欲を
受け止めてください。

◆秋田のために行動する学生に「秋田おらほ学認証書」を
交付します。

「地域志向科目」には、どんな科目がありますか。

◆秋田大学「ＣＯＣキャリア認証プログラム」
〇教養基礎教育科目（全学共通）

　「秋田の歴史」、「秋田の自然と文化」、「秋田のくらし」、

　「秋田の産業」、「秋田の再生可能エネルギー」、

　「秋田の地域資源と観光」など

〇専門科目（各学部学科）

　教育文化学部：「秋田学基礎」、「地域学基礎」、

　　　　　　　「地域連携プロジェクトゼミ」など

　医　学　部：「地域医療・コミュニケーションとチーム医療」、

　　　　　　　「地域看護学実習」、「地域理学療法学」、

　　　　　　　「地域作業療法学」など

　理 工 学 部：「秋田の環境と資源」、「地域産業論」、

　　　　　　　「プロジェクト実践研究Ⅱ」など

◆秋田県立大学「あきた地域学課程」
〇標準コース：「あきた地域学」（全学１年生必修）

〇上級コース：「あきた地域学アドバンスト」（上級必修）、

　　　　　　　「地域ビジネス起業論」、「建築計画と風土」など

◆秋田高専:「地域教育プログラム」
「地域産業Ⅰ」、「地域産業Ⅱ」、「地域史」、「地域計画」、

「地域密着型校外実習」（県内企業でのインターンシップ）、

「COC+講演会」など

◆国際教養大学：「秋田学」、「地域発展論」など

◆秋田公立美術大学：「地域プロジェクト演習」、「地域産業研究」など

◆秋田大学「ＣＯＣキャリア認証プログラム」

「秋田創生ＣＯＣ＋協議会」とは？

◆県内大学と行政、県内経済界が連携し、若者の地元定着を推進します。
　人材の地方への集積を目指すＣＯＣ＋事業を推進するため、秋田県内６大学と秋田県、県内経済団体
等により設立された組織であり、学生の県内就職率アップのため、地域アイデンティティを持った学生
の育成や、インターンシップなど、大学や学生と県内企業とのマッチングを促進する取組を連携して実
施しています。

◆県内大学と行政、県内経済界が連携し、若者の地元定着を推進します。

◆秋田高専:「地域教育プログラム」

◆秋田公立美術大学：

◆国際教養大学：

◆秋田県立大学「あきた地域学課程」

構成団体
県内6大学  秋田県  秋田商工会議所  秋田県商工会連合会  秋田県中小企業団体中央会
秋田県ふるさと定住機構  秋田銀行  北都銀行  秋田高専産学協力会

「秋田おらほ学認証」を受けるための要件は？

秋田大学「地域連携プロジェクトゼミ」

秋田高専「COC+講演会」

秋田県立大学「あきた地域学」

Ⅳ．資　料
平成 27年度～平成 29年度
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⑭情報発信



Ⅳ．資　料
平成 27年度～平成 29年度
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６大学連携による「秋田おらほ学」の展開
第１の柱

分野１資料【平成 27年度～平成 29年度】

①６大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築
（事業協働機関全体）

②「ＣＯＣキャリア認証プログラム」の実施（秋田大学）

③「あきた地域学課程」の実施（秋田県立大学）

④「ＣＯＣ＋授業」等の実施（秋田工業高等専門学校）
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① 6大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築（事業協働機関全体）
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① 6大学連携による秋田おらほ学認証制度の構築（事業協働機関全体）
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②「COCキャリア認証プログラム」の実施（秋田大学）
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②「COCキャリア認証プログラム」の実施（秋田大学）



あきた地域学の地域研修を美郷町で実施しました

 平成 年 月 日（土）、今年度から全学必修化して実施している地域志向科目「あきた地
域学」の地域研修（フィールドワーク）の第１回目として、生物資源科学部の学生 名が美郷町を
訪れました。
当日は町内の調査見学として、清水が湧き出す「六郷湧水群」のほか、町内に点在するお寺や見ごろ
を迎えたラベンダー園などを訪れました。また町主催の講演会にも参加させていただくなど、美郷町のスタッ
フの方々の御協力により充実した地域研修となりました。
なお、生物資源科学部の地域研修の第 回目は、 月 日（土）に三種町をフィールドとして実
施する予定です。

132132

③「あきた地域学課程」の実施（秋田県立大学）



あきた地域学の地域研修を美郷町で実施しました

 平成 年 月 日（土）、今年度から全学必修化して実施している地域志向科目「あきた地
域学」の地域研修（フィールドワーク）の第１回目として、生物資源科学部の学生 名が美郷町を
訪れました。
当日は町内の調査見学として、清水が湧き出す「六郷湧水群」のほか、町内に点在するお寺や見ごろ
を迎えたラベンダー園などを訪れました。また町主催の講演会にも参加させていただくなど、美郷町のスタッ
フの方々の御協力により充実した地域研修となりました。
なお、生物資源科学部の地域研修の第 回目は、 月 日（土）に三種町をフィールドとして実
施する予定です。
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④「COC+授業」等の実施（秋田工業高等専門学校）



３大学と地元企業群による就業支援、若者定着の促進
第２の柱

分野２資料【平成 27年度～平成 29年度】

⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の
開催（事業協働機関全体）

⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の
開催及び「ジョブシャドウイング」の実施（秋田大学）

⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）

⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）
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⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催（事業協働機関全体）



料
無
加
参

!!

主催：秋田大学・秋田県立大学・秋田県
共催：（公財）あきた企業活性化センター 後援：秋田創生 COC+協議会

あきたの元気なものづくり企業展

写真提供：（株）IHI写真提供：秋田エプソン（株）写真提供：（株）アクトラス
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⑤「秋田就職サポート会議」及び「秋田ものづくりオープンカレッジ」の開催（事業協働機関全体）
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⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）



     
 

 
   

 

8 10 17
 

 

80  

TEL 018-889-2262
E-mail sj01@jimu.akita-u.ac.jp
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⑥「インターンシップセミナー」、「大学と県内企業による情報交換会」の開催及び「ジョブシャドウイング」の開催（秋田大学）
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⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）



COC+
27

COC+
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⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）
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⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）
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⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）
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⑦「ジョブシャドウイング」の実施（秋田県立大学）
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⑧「地域密着型校外実習」等の実施（秋田工業高等専門学校）



ふるさと秋田の魅力形成モデルづくり（秋田大学）
第３の柱

分野３資料【平成 27年度～平成 29年度】

⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催

⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成

⑪首都圏大学等に対するスポーツサークル等の合宿誘致活動および教育
実習誘致活動の実施
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑨「聞き書きボランティア養成講座」の開催
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成



155155

⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成



    
 

  

28
7

1
 

 

    
 

  

28
11

11
 

 

157157

⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成



平成 29年度 男鹿なまはげ分校事業「セルフケア講座」実施要項 

 

１．共催 

  男鹿市，秋田大学男鹿なまはげ分校 

 

２．事業内容 

 （１）内容 

    人口減少が進み今後さらなる高齢化の進行が予測できる男鹿市において，一般介護

予防事業の基盤とするため，地域包括ケアシステムの一環である自助・互助について

学ぶ機会とする。 

    具体的には，秋田大学教員によるコグニサイズを実施し，認知症予防に取り組み，

男鹿市民の健康寿命延伸につなげる。 

 

 （２）対象者 

    男鹿市に住所を有する概ね 65歳以上の高齢者  15名程度 

 

 （３）開催会場 

    男鹿市保健福祉センター ２階（男鹿市船川港船川字片田 74） 

     

 （４）日時 

    平成 29年 6月から平成 30年 2月まで（計 18回） 

13：30～15：00（初回のみ 13：30～15：30） 

※詳細は別紙参照 

 

 （５）講師 

 医学系研究科 

保健学専攻 地域生活支援看護学講座 教授 中村 順子 

                  助教 猪股 祥子 

  助教 藤田 智恵 

保健学専攻 作業療法学講座     助教 久米  裕 

                  助教 津軽谷 恵 

附属地域包括ケア・介護予防研修センター 

                  助教 佐藤 亜希子 
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑩「コグニサイズ運動」の展開及び「コグニサイズ」指導者の養成
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⑪首都圏大学等に対するスポーツサークル等の合宿誘致活動および教育実習誘致活動の実施
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⑪首都圏大学等に対するスポーツサークル等の合宿誘致活動および教育実習誘致活動の実施
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事業運営・情報発信等

分野４資料【平成 27年度～平成 29年度】

⑫「秋田創生ＣＯＣ＋協議会」の開催

⑬情報発信
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⑪首都圏大学等に対するスポーツサークル等の合宿誘致活動および教育実習誘致活動の実施



事業運営・情報発信等

分野４資料【平成 27年度～平成 29年度】

⑫「秋田創生ＣＯＣ＋協議会」の開催

⑬情報発信
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⑫「秋田創生COC+協議会」の開催



-1
-

-2
-

-3
-

-4
-

2
7
9

2
9
7

3
3
6

5
5

6
7

8
3

1
3

1
5

2
7

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

4
0
0

4
5
0

5
0
0

2 1
2

1
8

167167

⑫「秋田創生COC+協議会」の開催
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⑫「秋田創生COC+協議会」の開催
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⑫「秋田創生COC+協議会」の開催
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⑫「秋田創生COC+協議会」の開催
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⑫「秋田創生COC+協議会」の開催



  地
（知）

  の
  拠 
  点
  大
  学
  に
  よ
  る
  地
  方
  創
  生
 事 
  業

　 基調講演
　地方創生を進める上で
　高等教育機関に期待するもの
　　

　
　地方創生・国家戦略
　特別区域担当大臣

　石 破　茂  氏
 

地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

12:00   開場
13:00   開会
13:15   基調講演

14:25   シンポジウム
    パネリスト
　　秋田県知事　　  　　　　 佐竹　敬久  氏　
　　秋田商工会議所会頭　       三浦　廣巳  氏
　　秋田銀行頭取　　　　　   湊屋　隆夫  氏　
　　北都銀行頭取　　　　　   斉藤　永吉  氏
 
　メインコーディネーター
　　秋田大学長  　　   澤田　賢一
 

　サブコーディネーター
　　秋田大学地域創生センター地域協働部門長
　　　　　　　　　　　　　　　    濱田　　純
  
　学生との質疑応答   秋田大学　
   　秋田県立大学
       秋田工業高等専門学校
   　国際教養大学
   　秋田公立美術大学
   　日本赤十字秋田看護大学
  
15:40   学生サークル
           「よさとせ歌舞輝」による演舞

15:50   閉会

 

申込方法
住所、氏名、電話番号を明記し、下記 FAX、
e-mail へ 1 月 20 日（水）までお申込みください。
＊なお、定員を超えた場合はお断りする場合があります。

　　　主催　秋田大学　秋田県立大学　秋田工業高等専門学校
　　　後援　秋田県　秋田商工会議所　秋田県商工会連合会　秋田銀行　北都銀行
　　　　 　   秋田県中小企業団体中央会　秋田県ふるさと定住機構　秋田高専産学協力会
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お申込・問合せ先　秋田大学 COC プラス事務局
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　秋田市手形学園町１－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベンチャーインキュベーションセンター２F　
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　018－889-3246　FAX　018-889-3168
                       　　　　　  　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　e-mail   coc-plus@jimu.akita-u.ac.jp
 

プログラム

         平成２８年　

   ２月６日 （土）
    13:00 ～ 15:50
        秋田市文化会館
　　　　　　            小ホール

　＊公共交通機関をご利用いただけますよう
　　　　　　　　ご協力をお願いいたします。

シンポジウム
超高齢・人口減社会における
  若者の地元定着の促進と若者の育成
   　－学生の地元就職率
　　　　 　10％アップを目指して－

172172

⑬情報発信



問い合わせ　秋田大学地（知）の拠点推進本部
                            TEL：018-889-3246 　FAX：018-889-3168　Ｅ-mail：coc-plus@jimu.akita-u.ac.jp 

    後援：秋田県　 秋田商工会議所　 秋田県商工会連合会　 秋田県中小企業団体中央会　 秋田県ふるさと定住機構
　　　　    秋田銀行　北都銀行　秋田高専産学協力会　国際教養大学    秋田公立美術大学　日本赤十字秋田看護大学（予定）

主催：秋田大学　秋田県立大学　秋田工業高等専門学校

p jp @j jpjp

中小企業団体中央会
田公立

門

16：55　閉会あいさつ　秋田県立大学長　小林　淳一

第２部　地域を志向した教育プログラムについて
　     ふくい地域創生士認定制度
　　　　　　　　        福井大学理事・副学長　岩井　善郎
　　
 ◆　秋田大学 COC キャリア認証プログラムと地域文化学科のコア・カリキュラム
　　　　
 ◆　秋田県立大学あきた地域学課程
　　    
 ◆　秋田高専ＣＯＣ＋教育プログラム
　　　　   

第１部　学生の県内就職促進の取組について
　　　  福井大学における地元企業就職への取組
　
　　　　　                          福井大学参与・ＣＯＣ＋推進コーディネーター　舟木　幸雄
　
　  ◆　秋田大学と県内企業との情報交換会
　　　　 　　
　  ◆　秋田県立大学のジョブシャドウイング
　　　　　　　
      ◆　秋田高専の地域密着型校外実習

   14：55　事例発表

13：45　特別講演　「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」について
 
                                         秋田県知事　佐竹　敬久                               　
　　　　　　　　
14：40　ＣＯＣ＋事業中間報告

　   プログラム
　　13：30　開会あいさつ　秋田大学長　山本　文雄
　　　　     　来賓あいさつ　文部科学省（予定）

　平成２７年度に文部科学省に採択された「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業 (ＣＯＣ＋)」では、
学生の県内就職率１０％アップを目指して、「３本の柱」による取組を進めております。
　事業中間年度にあたり、 ＣＯＣ＋事業として各校が実施してきた地域を志向した教育プログラム改革や
県内就職支援の取組などについて報告するとともに、  秋田県の新たな県政運営指針や他の地域における
事例（福井大学）を紹介しながら、今後の取組の課題や方向性について議論を深め、事業協働機関全体で
ＣＯＣ＋事業を推進していくことを目的として本フォーラムを開催いたします。

日時　平成３０年　月　日（火） 13：30~17：00
会場　秋田大学　６０周年記念ホール  【入場無料・要事前申込】

３ ６

13 30
13 35

13 45

14 40
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16 55
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⑬情報発信
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⑬情報発信
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⑬情報発信
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⑬情報発信
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⑬情報発信



秋田創生ＣＯＣ＋事業秋田創生ＣＯＣ＋事業
文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」

＜平成２７年度～令和元年度＞＜平成２７年度～令和元年度＞

文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」

秋田創生ＣＯＣ＋事業
実績報告書

＜平成２７年度～令和元年度＞
秋田創生ＣＯＣ＋協議会

令和２年３月
秋田大学地（知）の拠点推進本部
〒010-8502　秋田県秋田市手形学園町 1-1
TEL 018-889-3246　　FAX 018-889-3168
E-mail :coc-plus@jimu.akita-u.ac.jp

発　行　日
編集・発行

実績報告書実績報告書

秋田創生COC+協議会
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